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10

●
２
月
19
日｢

埼
玉
会
館｣

で
、

13
〜
14
年
度｢

地
区
チ
ー
ム
研
修

セ
ミ
ナ
ー｣

が
開
催
。
午
前
10
時

半
本
会
議
が
開
会
さ
れ
、
田
中

ガ
バ
ナ
ー
・
岩
渕
次
年
度
研
修

リ
ー
ダ
ー
の
指
導
の
も
と
進
行

し
、
渡
邊
エ
レ
ク
ト
の
次
年
度

Ｒ
Ｉ
テ
ー
マ
・
地
区
運
営
方
針

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
午
後
か
ら
は
各
部
門
別
に
会

場
を
分
か
れ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
は
、

再
度
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お

い
て
部
門
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
結
果

発
表
が
行
わ
れ
、
各
部
門
の
年

度
に
向
け
る
熱
意
あ
る
活
動
方

針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

●
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、
ロ
イ

ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
で
懇
親

会
を
開
催
。
親
睦
を
深
め
な
が

ら
再
度
研
修
セ
ミ
ナ
ー
の
結
果

を
確
認
す
る
談
議
が
あ
ち
こ
ち

で
行
わ
れ
、
素
晴
ら
し
い
セ
ミ

ナ
ー
の
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了

し
ま
し
た
。

●
こ
の
地
区
研
修
セ
ミ
ナ
ー
は
、

次
年
度
の
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
・
部

門
委
員
長
・
委
員
長
・
委
員
が

参
加
。
参
加
者
は
地
区
指
導
者

チ
ー
ム
と
し
て
一
致
団
結
し
、

次
年
度
の
地
区
内
ク
ラ
ブ
を
効

果
的
に
支
援
す
る
た
め
の
研
修

会
で
す
。
02
年
11
月
の
Ｒ
Ｉ
理

事
会
で
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
エ

レ
ク
ト
・
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
・
地

区
委
員
会
は
ク
ラ
ブ
間
の
円
滑

な
情
報
交
換
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
地
区
チ
ー
ム
研
修
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

●
地
区
指
導
者
と
し
て
、
い
く
ら

完
璧
な
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

百
％
の
結
果
に
結
び
つ
く
も
の
で

な
く
、
実
際
や
っ
て
み
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。

●
地
区
指
導
者
チ
ー
ム
が
一
致

団
結
し
、
次
年
度
の
活
躍
を
、

そ
し
て
精
進
と
幸
運
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

●
３
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、

｢

ラ
フ
レ
さ
い
た
ま｣

で
13
〜
14

年
度｢

会
長
エ
レ
ク
ト
研
修
セ
ミ

ナ
ー｣

を
開
催
。
田
中
ガ
バ
ナ
ー
・

渡
邊
エ
レ
ク
ト
・
諮
問
委
員
・

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
・
部
門
委
員
長･

委
員
長
・
会
長
エ
レ
ク
ト
・
地

区
ス
タ
ッ
フ
、
１
４
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

●
１
日
目
は
午
前
10
時
よ
り
正

午
ま
で
第
１
全
体
会
議
が
行
わ

れ
、
北
清
治
Ｒ
Ｉ
理
事
エ
レ
ク

ト
、
岩
渕
次
年
度
研
修
リ
ー
ダ
ー

の
お
二
人
か
ら
、
会
長
エ
レ
ク

ト
の
皆
様
に
素
晴
ら
し
い
ス

ピ
ー
チ
を
頂
き
ま
し
た
。
続
い

て
渡
邊
エ
レ
ク
ト
が
Ｒ
Ｉ
の

テ
ー
マ
、
地
区
方
針
の
基
調
講

演
を
い
た
し
ま
し
た
。

●
午
後
か
ら
は
、
９
部
門
に
分

か
れ
会
長
エ
レ
ク
ト
ヘ
、
第
１

〜
第
５
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

１
日
目
は
終
了
。

●
２
日
目
は
、
午
後
か
ら
９
部

門
に
分
か
れ
、
第
６
〜
第
９
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
そ
の
後
第

２
全
体
会
議
を
開
会
。
12
グ
ル
ー

プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に
次
年
度
グ

ル
ー
プ
各
ク
ラ
ブ
の
会
員
増
強

目
標
を
発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
会
長
エ
レ
ク
ト
を
代

表
し
大
宮
シ
テ
ィ
Ｒ
Ｃ
・
吉
田
耕

之
会
長
エ
レ
ク
ト
と
、
ガ
バ
ナ
ー

補
佐
を
代
表
し
第
１
グ
ル
ー
プ
・

佐
藤
美
好
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
が
、

参
加
の
感
想
を
発
表
。
本
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
た
事
で
、
年
度

に
向
け
て
益
々
意
欲
が
湧
い
て

き
た
と
強
い
意
志
表
示
が
あ
り
、

大
変
心
強
い
発
表
で
し
た
。

●
２
日
間
の
本
セ
ミ
ナ
ー
、
担
当

諮
問
・
部
門
委
員
長
・
委
員
長
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
会
長
エ
レ
ク
ト
の
皆
さ

ん
も
熱
意
あ
る
講
義
に
心
打
た

れ
た
様
で
、
素
晴
ら
し
い
年
度
に

な
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
２
日

間
に
亘
り
お
疲
れ
様
で
し
た
。
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
最
後
の
締
め
括
り
の
懇
親
会

で
は
、
２
日
間
の
疲
れ
を
癒
す

が
ご
と
く
皆
さ
ん
大
変
楽
し
く

酒
を
酌
み
交
わ
し
、「
手
に
手
つ

な
い
で
」
の
輪
の
丸
に
は
、
年

度
に
向
け
た
熱
い
意
志
が
伝

わ
っ
て
来
る
思
い
が
感
じ
と
れ

ま
し
た
。

●
２
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
終
了

出
来
た
事
に
た
い
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

会
長
エ
レ
ク
ト
の
皆
さ
ん
に
は

健
康
に
留
意
さ
れ
ク
ラ
ブ
発
展

の
た
め
ご
活
躍
さ
れ
ん
事
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

次
年
度
地
区
幹
事 

佐
々
木
元
春

 渡邊年度、いよいよ本格稼働！次年度地区幹事 佐々木元春

会
長
エ
レ
ク
ト
研
修
セ
ミ
ナ
ー

地
区
チ
ー
ム
研
修
セ
ミ
ナ
ー

　
第
10
グ
ル
ー
プ
は
、
吉
川
市･

三
郷
市･

松
伏
町
の
2
市
１
町
、
5
ク
ラ
ブ
か
ら
な
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

今
年
、『
吉
川
』
の
42
代
目
の
若
き
村
井
会
長
は
、
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
も
改
革
の

機
運
に
燃
え
て
い
る
模
様
。

　
3
ク
ラ
ブ
を
擁
す
る
三
郷
市
で
最
も
古
い
『
三
郷
』
は
、
大
ベ
テ
ラ
ン
の
堀
切
会
長

を
迎
え
た
の
は
、
ク
ラ
ブ
を
引
き
締
め
る
狙
い
か
。「
三
郷
中
央
」
は
満
を
持
し
て
牛

尾
会
長
と
ベ
テ
ラ
ン
田
中
幹
事
の
コ
ン
ビ
で
、
益
々
の
発
展
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　『
三
郷
ウ
エ
ン
ズ
デ
ー
』
の
白
井
会
長
・
谷
口
幹
事
の
コ
ン
ビ
は
、
会
長
経
験
者
。
強

い
個
性
で
ク
ラ
ブ
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
で
い
ち
ば
ん
若
い
『
松
伏
』
は
、
珍
し
い
女
性
コ
ン
ビ
。
若
き
若
盛
会
長

と
生
え
抜
き
大
塚
幹
事
の
相
乗
効
果
で
、
活
気
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
　
　（
宮
田
博
）

　
第
10
グ
ル
ー
プ
は
、
吉
川
市･

三
郷
市･

松
伏
町
の
2
市
１
町
、
5
ク
ラ
ブ
か
ら
な
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

今
年
、『
吉
川
』
の
42
代
目
の
若
き
村
井
会
長
は
、
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
も
改
革
の

機
運
に
燃
え
て
い
る
模
様
。

　
3
ク
ラ
ブ
を
擁
す
る
三
郷
市
で
最
も
古
い
『
三
郷
』
は
、
大
ベ
テ
ラ
ン
の
堀
切
会
長

を
迎
え
た
の
は
、
ク
ラ
ブ
を
引
き
締
め
る
狙
い
か
。「
三
郷
中
央
」
は
満
を
持
し
て
牛

尾
会
長
と
ベ
テ
ラ
ン
田
中
幹
事
の
コ
ン
ビ
で
、
益
々
の
発
展
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　『
三
郷
ウ
エ
ン
ズ
デ
ー
』
の
白
井
会
長
・
谷
口
幹
事
の
コ
ン
ビ
は
、
会
長
経
験
者
。
強

い
個
性
で
ク
ラ
ブ
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
で
い
ち
ば
ん
若
い
『
松
伏
』
は
、
珍
し
い
女
性
コ
ン
ビ
。
若
き
若
盛
会
長

と
生
え
抜
き
大
塚
幹
事
の
相
乗
効
果
で
、
活
気
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
　
　（
宮
田
博
）
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ガ
バ
ナ
ー
挨
拶

雑
誌
月
間

親
愛
な
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は

ア
ド
ト
レ
ー
ラ
ー
運
行
報
告

４
月
は
雑
誌
月
間
で
す
。
多
く
の
皆
様
に｢

ロ
ー
タ
リ
ー
の
友｣

誌
の
購
読
と
投
稿
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
」
誌
の
購

読
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
と
っ
て
大

切
な
約
束
事
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
三

大
義
務
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
で
す
。

●「
友
」
誌
は
横
組
み
と
縦
組
み

か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
。

既
に
御
承
知
の
事
と
思
い
ま
す

が
、
横
組
み
は
Ｒ
Ｉ
指
定
記
事
の

紹
介
や
、Ｒ
Ｉ
か
ら
の
沢
山
の
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特

に
１
月
号
に
は
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の

友
」
の
60
年
の
歩
み
と
し
て
記
事

に
は
、
新
し
い
雑
誌
の
発
行
が
決

定
し
１
９
５
３
年
の
１
月
号
か
ら

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
」
と
命
名
さ

れ
、
当
時
の
価
格
が
50
円
と
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

●
冊
子
の
大
き
さ
は
Ｂ
５
サ
イ
ズ

で
、
発
行
部
数
が
３
千
３
百
部
に

す
ぎ
な
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
現

在
で
は
サ
イ
ズ
が
Ａ
４
に
な
り
、

誌
面
も
、
写
真
を
か
な
り
多
く
取

り
入
れ
て
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
発
行
部
数
１
０
０
万

部
に
達
し
て
お
り
ま
す
。（
隠
れ

た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
も
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
）

●
１
月
号
の
特
集
記
事
で
は
、｢

新

し
い
ロ
ー
タ
リ
ー
を
知
る｣

と
題

し
て
、｢

ロ
ー
タ
リ
ー
の
目
的｣

と｢

Ｒ

Ｉ
戦
略
計
画
の
理
念｣

（
南
園
義
一
元

Ｒ
Ｉ
理
事
の
記
事
）
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
永
年
唱
和
さ
れ

て
き
た｢

ロ
ー
タ
リ
ー
の
綱
領｣

の

翻
訳
が
変
わ
り
、｢

ロ
ー
タ
リ
ー
の

目
的｣

に
な
っ
た
こ
と
。｢

奉
仕
の
理

想｣

が｢

奉
仕
の
理
念｣

に
変
わ
っ
た

こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
ゾ
ー
ン
会
議
で
も
話
が
出
て
お

り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
が
あ
ま

り
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
」
を
読
ん

で
い
な
い
の
で
は
と
の
ご
意
見
が

あ
り
ま
す
。

私
も
、
卓
話
で
ク
ラ
ブ
訪
問
さ
せ

て
頂
い
た
時
に
は
、
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
皆
様
が
ど
の
く
ら
い
「
友
」

誌
を
読
ん
で
頂
い
て
い
る
か
お
尋

ね
し
ま
す
が
、
や
は
り
、
残
念
な

結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。「
ロ
ー

タ
リ
ー
の
友
」
誌
は
会
員
の
皆
様

や
地
域
の
方
々
に
も
是
非
お
読
み

頂
き
た
い
情
報
誌
で
あ
り
ま
す
の

で
、
お
目
を
通
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
そ
し
て
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
」
誌
へ
の
投
稿

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
身
近
な
事
、
そ
し
て｢R

otary 
M
om
ent｣

心
に
残
る
ロ
ー
タ
リ
ー

の
体
験
の
欄
に
、
是
非
、
沢
山
の
投

稿
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
今
年
度
、「
友
」
か
ら
の
お
知
ら

せ
と
し
て
毎
月
、
月
末
に
各
ク
ラ

ブ
会
長
さ
ん
、
雑
誌
委
員
長
さ
ん

宛
て
に
「
友
」
誌
の
情
報
を
配
信

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ク
ラ

ブ
で
投
稿
さ
れ
た
記
事
や
会
員
が

投
稿
さ
れ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
た

時
は
、
別
途
そ
の
ク
ラ
ブ
会
長
さ

ん
に
も
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
是
非
、
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
「
友
」
誌
の
活
用
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

●
今
年
度
は
、広
報
部
門
に
「
ロ
ー

タ
リ
ー
の
友
」
も
仲
間
入
り
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
広
報
委
員

会
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
広
報
の
一

環
と
し
て
運
行
し
た
「
ア
ド
ト

レ
ー
ラ
ー
」
の
大
変
な
迫
力
に
は

感
動
い
た
し
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
期
間
、
宜
し
く
お
願
い

を
い
た
し
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
地
区
代
表
委
員 

大
杉
能
弘
（
川
口
北
Ｒ
Ｃ
）

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
綱
領
」
の
翻
訳
が
変
わ
り
、

　
　
　「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
目
的
」 

に
な
っ
た
こ
と
。

　
　
　
　
　
　「
奉
仕
の
理
想
」
が 

「
奉
仕
の
理
念
」 

に
変
わ
っ
た
こ
と
。

●
今
年
は
桜
の
花
が
早
め
に
咲
い
て
、
早
い

も
の
で
田
中
作
次
Ｒ
Ｉ
会
長
と
歩
む
一
年
も

残
す
と
こ
ろ
三
ヶ
月
と
成
り
ま
し
た
。
皆
さ

ま
に
は
、
地
区
の
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
頂

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

周
年
式
典
、 

国
際
奉
仕
部
門
に
よ
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
検
証
視
察
、Ｒ
Ｙ
Ｌ
Ａ
に
よ
る
東
日
本

大
震
災
支
援
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
に
よ
る
韓

国
３
７
５
０
地
区
訪
問
事
業
に
参
加
と
充

実
し
た
活
動
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

●
今
月
は
ロ
ー
タ
リ
ー
雑
誌
月
間
で
す
。

今
年
は
大
杉
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
地
区
代
表

委
員
よ
り
「
今
月
の
見
所
紹
介
」
が
各
ク

ラ
ブ
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十
分

に
活
用
し
て
頂
い
て
い
ま
す
か
。
ク
ラ
ブ

に
よ
っ
て
は
担
当
委
員
が
定
期
的
に
例
会

で
発
表
し
て
い
ま
す
。
今
年
入
ら
れ
た
新

会
員
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
最
も
新
し
い

情
報
で
す
の
で
ク
ラ
ブ
研
修
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
読
み
合
わ
せ
会
等
を
企
画
し
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。
他
に
も
英
語
誌
で

「The R
otarian 

」
が
有
り
ま
す
が
国
際

化
の
進
ん
で
い
る
ク
ラ
ブ
で
は
購
読
し
て

世
界
の
情
報
に
接
す
る
事
も
出
来
ま
す
。

●
と
こ
ろ
で
、
会
員
増
強
、
ロ
ー
タ
リ
ー

財
団
寄
付
、
米
山
奨
学
会
寄
付
に
つ
い
て

素
晴
ら
し
い
実
績
を
挙
げ
て
頂
い
て
い
る

事
を
報
告
致
し
ま
す
。

３
月
23
日
現
在
、
新
会
員
入
会
数
は
１
９
０

名
に
達
し
75
ク
ラ
ブ
中
63
ク
ラ
ブ
が
新
会

員
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
性
化
に

は
増
強
が
最
も
効
果
が
有
り
ま
す
。
残
る

12
ク
ラ
ブ
の
皆
様
も
年
内
に
新
会
員
を
む

か
え
て
次
年
度
に
備
え
て
下
さ
い
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
寄
付
に
お
き
ま
し
て

は
２
月
末
で
年
次
寄
付
達
成
率
は
94
％
を

超
え
ポ
リ
オ
寄
付
は
既
に
目
標
を
達
成
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
年
次
寄
付
実
績

は
50
万
ド
ル
で
す
が
、
３
年
後
に
は
半
分

は
地
区
に
補
助
金
と
し
て
返
っ
て
き
ま
す

の
で
上
乗
せ
す
れ
ば
更
に
奉
仕
活
動
が
活

発
に
出
来
る
で
し
ょ
う
。
70
ク
ラ
ブ
が
活

動
に
ご
支
援
頂
い
て
い
ま
す
。

●
同
様
に
米
山
記
念
奨
学
会
へ
の
寄
付
に

つ
い
て
は
、
特
別
寄
付
２
万
４
６
７
円
と

年
間
目
標
を
達
成
し
、
寄
付
さ
れ
た
ク
ラ

ブ
は
73
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
地
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
明
細
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

●
最
後
に
リ
ス
ボ
ン
国
際
大
会
に
は
、
３

百
名
以
上
の
申
し
込
み
が
行
な
わ
れ
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
の
報
告
に
よ
る
と
４
百
名
を
越

す
予
定
で
あ
り
ま
す
が
一
人
で
も
多
く
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
田
中
作
次
会
長
の
活
躍

を
一
緒
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
時

間
が
有
れ
ば
開
会
式
前
日
の
22
日
に
行
わ

れ
る
ガ
バ
ナ
ー
ナ
イ
ト
に
お
申
し
込
み
の

上
で
お
越
し
下
さ
い
。

親
愛
な
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
７
０
地
区 

12
〜
13
年
度
ガ
バ
ナ
ー　
田
中
德
尚
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な
ん
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ

愛
と
未
来
の
女
性
会
員

※全て13年 2月末日現在・各クラブからの報告に基づいたデータです。 （詳しくは地区のホームページをご覧下さい。）

ロ
ー
タ
リ
ー
の
女
性
会
員
は
、１
９
５
０
年
Ｒ
Ｉ
国
際
大
会
に
て
、イ
ン
ド
の
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
標
準
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
定
款
か
ら
「
男
性
（m

ale

）」

と
い
う
言
葉
を
削
除
す
べ
き
と
、
審
議
会
へ
制
定
案
を
提
案
し
た
時
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
後
、
40
年
余
の
幾
多
の
論
議
を
重
ね
、
１
９
８
９
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
規
定
審
議
会
で
、
正
式
に
女
性
の
入
会
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
24
年
。
女
性
会
員
は
確
実
に
増
え
続
け
、
今
や
世
界
で
約
19
万
人
の
女

性
会
員
が
い
ま
す
。
そ
の
割
合
は
、
会
員
の
15
％
を
超
え
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

日
本
の
女
性
会
員
の
比
率
は
約
５
％
、
我
が
地
区
も
約
５
％
と
、
世
界
平
均
か
ら

見
る
と
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
の
未
来
を
考
え
る
時
、
女
性
会
員
が
入
会
し
や
す
い
ク
ラ
ブ
を
つ
く

る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

特
集

なんでも 従来、月信で掲載していました「全クラブの会員数と出席率」の表は、
地区ホームページに掲載してありますので、そちらをご参照ください。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
12
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
31
31
31
31
31

八潮
川口
川口モーニング
鴻巣
上尾
杉戸
浦和東
川口・鳩ヶ谷武南
川口西
北本
浦和北東
蓮田
草加中央
三郷中央
戸田西
大宮中央
松伏
大宮東
桶川イブニング
三郷
鴻巣水曜
越谷北
吉川
大宮南
大宮西
大宮
久喜菖蒲
大宮北東
さいたま新都心
浦和南
浦和中
大宮シティ
さいたま欅
栗橋
八潮イブニング
戸田

348.33 
178.35 
161.90 
146.34 
142.86 
140.00 
139.69 
139.54 
138.46 
133.33 
126.73 
125.00 
125.00 
123.47 
116.29 
113.90 
107.69 
107.64 
107.41 
107.24 
106.90 
106.61 
103.13 
102.94 
101.97 
101.85 
101.69 
101.54 
101.22 
100.09 
100.00 
100.00 
100.00 
100.00 
100.00 
100.00 

年次寄付

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
32
32
32
32
32
32
32
32
32

八潮
大宮東
浦和北東
浦和西
松伏
北本
大宮西
鴻巣
三郷中央
さいたま新都心
戸田西
桶川
越谷北
川口
杉戸
川口・鳩ヶ谷武南
浦和南
大宮中央
川口モーニング
杉戸中央
戸田
さいたま中央
大宮北東
川口西
川口東
川口北東
大宮北
浦和ダイヤモンド
春日部
大宮シティ
久喜菖蒲
浦和中
大宮
大宮南
さいたま欅
上尾西
鴻巣水曜
桶川イブニング
春日部西
蓮田
越谷

571.85
360.45
297.07
243.26
189.25
185.19
178.78
178.17
174.78
173.02
172.84
171.30
167.31
157.78
156.23
155.64
127.22
126.53
119.05
113.90
111.60
111.52
110.07
107.69
106.78
106.43
106.10
104.48
102.63
102.17
101.69
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00
100.00

達成率（％）
ポリオ寄付

達成率（％）
ベネファクター

（達成率）
100％

（達成率）
150％

1

1

3

3

3

6

6

6

6

浦和

大宮

浦和ダイヤモンド

三郷ウェンズデー

川口モーニング

大宮南

越谷北

戸田西

川口中央

10

10

6

6

6

4

4

4

4

（人数）

会員純増ベスト6　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

鴻巣

浦和南

八潮みらい

戸田西

浦和東

春日部西

上尾北

北本

八潮

川口シティ鳩ヶ谷

95.82

93.90

93.81

93.21

92.96

92.83

92.35

92.33

92.15

91.90

1

4

2

5

6

3

10

9

8

7

通算出席率ベスト10
出席率（％）　前月順位

杉戸
越谷南
八潮
川口東
川口西
川口北

浦和北
越谷
越谷北

浦和
浦和東
浦和中
浦和ダイヤモンド
浦和西
浦和北東
さいたま新都心
大宮
大宮南
大宮中央
大宮シティ
さいたま欅
大宮西
岩槻
大宮東
大宮北東
鴻巣
桶川
上尾西
春日部
蓮田
越谷東
八潮みらい
吉川
川口
川口南
川口シティ鳩ヶ谷
戸田西

（達成率）
200％

財団寄付100％達成クラブ

川口モーニング
吉川
蕨
八潮
川口
川口シティ鳩ヶ谷
川口東
春日部
浦和北東
北本
鴻巣
上尾北
蓮田
戸田西
大宮北東
大宮東
越谷北
久喜菖蒲
杉戸
越谷南
三郷中央
浦和中
鴻巣水曜
三郷
上尾
大宮中央
浦和東
春日部西
さいたま欅
大宮
岩槻
大宮西
大宮シティ
浦和南
大宮南
草加中央
松伏

304.50
239.24
200.63
197.92
173.81
161.76
155.92
150.96
147.97
147.22
146.76
144.00
139.64
133.50
131.79
130.56
128.86
128.66
125.48
125.00
125.00
121.05
119.58
116.13
110.71
109.30
107.81
106.44
104.61
103.07
102.92
102.47
102.31
101.04
100.28
100.00
100.00

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
20
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
36

達成率（％）

米山寄付100％達成クラブ
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愛
と
未
来
の
女
性
会
員

愛
と
未
来
の
女
性
会
員

●
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
基
本
的
に
男

社
会
だ
と
思
い
ま
す
。

女
性
会
員
が
ロ
ー
タ
リ
ー
を
長
い

間
続
け
て
い
く
の
は
、
と
て
も
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
逆
に
様
々
な

困
難
を
乗
り
越
え
た
場
合
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
に
と
っ
て
も
、
そ
の

ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
も
、
大
き
な

『
力
』に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

●
若
い
世
代
の
女
性
が
定
着
し
な

い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
背
負
う
も

の
が
多
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

仕
事
・
家
庭
（
主
婦
と
し
て
の
仕

事
・
子
育
て
等
）
の
上
に
ロ
ー

タ
リ
ー
が
あ
る
わ
け
で
、
時
間

的
に
も
精
神
的
に
も
大
変
で
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
を
真
面
目

に
や
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

悩
み
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
し
て
、
役
が
付
い
た
り
す
れ

ば
、
当
然
負
担
は
大
き
く
な
り

ま
す
。
心
を
許
し
て
話
し
合
え

る
仲
間
が
い
れ
ば
別
で
す
が
、

女
性
会
員
が
少
な
い
現
状
か
ら

は
そ
れ
も
叶
わ
ず
、
一
人
で
抱

え
こ
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

●
先
ず
、
家
族
や
周
り
の
人
た

ち
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
会

員
が
複
数
い
れ
ば
、
情
緒
的
に

も
摩
擦
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
一
番
の
原
因

は
嫉
妬
で
す
。
で
も
男
性
同
士

の
嫉
妬
に
比
べ
て
、
女
性
同
士

の
嫉
妬
は
、
わ
か
り
易
く
、
ふ

と
し
た
き
っ
か
け
で
仲
良
く

な
っ
た
り
、
同
志
的
に
結
び
つ

い
て
し
ま
っ
た
り…

と
単
純
な

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

●
男
性
は
、「
面
倒
く
さ
い
！
」

と
思
わ
ず
に
長
い
目
で
見
て
、

そ
の
都
度
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
扱

い
し
な
い
で
、
会
員
と
し
て
何
で

も
話
し
合
え
る
状
態
を
作
り
、
ケ

ア
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
た

り
さ
わ
り
な
く
常
に
よ
い
顔
を
し

て
し
ま
う
等
、
男
性
が
女
性
化
し

て
い
る
今
、
真
の
男
ら
し
さ
を
出

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

求
心
力
の
あ
る
男
性
会
員
が
一
人

で
も
い
れ
ば
、
信
頼
の
絆
が
生
ま

れ
る
は
ず
で
す
。

●
女
性
の
側
に
し
て
も
、
ロ
ー
タ

リ
ー
に
対
す
る
目
的
や
考
え
方
は

そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
が
、
女
の
部

分
で
勝
負
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
ま

た
自
分
の
仕
事
に
す
ぐ
に
結
び
付

け
よ
う
と
し
な
い
で
、
根
本
的
に

自
分
磨
き
と
成
長
の
場
と
考
え

て
、
半
ば
修
行
、
仕
事
的
な
意
識

を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
一
生
懸
命
に
頑
張
れ
ば
必
ず
そ

の
先
に
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
っ
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
が
あ
る

は
ず
で
す
。
そ
の
大
き
な
感
動
を

是
非
、
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
女
性
同
士
の
友
情
、
男
女

の
友
情
や
世
代
を
超
え
た
信
頼
関

係
が
こ
ん
な
に
多
く
築
け
る
場
は

な
い
の
で
す
か
ら
！

●
私
は
、
会
長
に
な
っ
て
、
一
般

の
方
や
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
名
刺
を

差
し
出
す
と
「
え
え
！
女
性
会
長

さ
ん
な
ん
で
す
か
？
」
と
必
ず

言
わ
れ
ま
す
。

◎
な
ー
ん
だ
！　

　

女
が
会
長
な
ん
だ
ぁ…

◎
女
性
が
会
長
な
ん
て
、

　

す
ご
い
な…

こ
の
２
通
り
の
心
の
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の

歴
史
か
ら
考
え
て
も
、
そ
れ
が

現
実
で
す
。
で
も
、
そ
れ
は
仕

方
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

時
間
を
か
け
て
一
つ
ひ
と
つ
実

績
を
積
み
、
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
け
ば
、
き
っ
と
変
わ
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。

●
女
性
が
高
い
意
識
を
持
っ
て
、

面
白
が
っ
て
努
力
す
る
こ
と
、

そ
れ
が
男
社
会
に
生
き
る
や
り

が
い
、
醍
醐
味
で
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
立
派
な

男
性
方
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、

輝
け
る
の
が
女
性
な
の
で
す
。

男
女
を
問
わ
ず
、
ロ
ー
タ
リ
ー

で
研
鑚
を
積
む
こ
と
が
、
自
分

自
身
の
貴
重
な
財
産
と
な
り
、

確
実
に
人
生
は
豊
か
な
も
の
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

●
今
、
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、「
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
に
な
っ
て
良
か
っ
た
！
」「
大

好
き
な
ク
ラ
ブ
だ
か
ら
こ
そ
仲

間
を
増
や
し
た
い
！
」
そ
ん
な

『
心
』
を
一
つ
一
つ
大
切
に
育
て

て
い
く
こ
と
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

浦
和
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
会
長
　
梶
間
順
子

女
性
会
員
　

　
の
本
音

松
伏
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
会
長
　
若
盛
圭
恵

女
性
会
員
、　

会
長
と
し
て

（
ク
ラ
ブ
会
長
の
立
場
）

●
女
性
会
員
を
増
や
す
た
め
に

は
、
ま
だ
ま
だ
男
社
会
な
こ
と
が

…
…

と
思
い
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

た
の
は
４
年
前
。
セ
ミ
ナ
ー
や
研

修
会
に
行
っ
て
も
、
歳
が
離
れ
て

い
る
「
男
性
」
が
多
く
、
受
付
の

時
に
場
違
い
な
と
こ
ろ
に
来
て
し

ま
っ
た
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
例
会
で
も
、
ど
こ
で
も

み
な
さ
ん
に
「
女
性
会
員
が
来
た

よ
！
」と
歓
迎
を
し
て
く
だ
さ
り
、

ど
の
方
も
と
て
も
紳
士
的
に
、
や

さ
し
く
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

お
陰
さ
ま
で
、
す
ぐ
に
、
ロ
ー
タ

リ
ー
に
も
慣
れ
、
楽
し
く
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
っ
て
み
る
と
、
男
社
会
で
は
な

く
て
、
男
女
平
等
、
み
ん
な
が
公

平
な
世
界
だ
と
い
う
こ
と
を
、
実

感
し
ま
し
た
。

●
私
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
で
、（
ど

こ
で
で
も
で
す
が…

）
男
性
の

方
と
同
じ
土
俵
で
は
な
く
、
女
性

特
有
の
感
性…

女
性
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
、
女
性
だ
か
ら
気
が
つ
く

こ
と
（
何
か
を
手
作
り
し
た
り
、
お

花
を
飾
っ
た
り
）
な
ど
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
と
い
う
場
は
、
私

た
ち
女
性
の
意
見
も
聞
い
て
、
と

り
あ
げ
て
く
れ
ま
す
。
女
性
ら
し

さ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
特
に
会
長
に
な

る
と
『
や
っ
て
み
た
い
奉
仕
活
動

が
女
性
的
な
気
遣
い
も
含
め
て
、

実
現
可
能
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
み
ん
な

で
協
力
し
、
実
現
す
る
。
そ
し
て

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の

人
が
喜
ぶ―

。

女
性
で
も
男
性
で
も
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
ま
だ
ま
だ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
参

加
を
し
て
い
な
い
有
能
な
女
性
の

方
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

女
性
は
、
子
育
て
が
あ
っ
た
り
、

家
庭
で
の
仕
事
が
あ
っ
た
り
と
な

か
な
か
時
間
に
自
由
が
き
か
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
辺
り
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
、
ロ
ー
タ

リ
ー
に
参
加
で
き
る
女
性
の
幅
も

増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

●
ま
た
、
ま
だ
ま
だ
ロ
ー
タ
リ
ー
は

何
を
し
て
い
る
団
体
な
の
か
、
分
か

ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

『
一
般
女
性
対
象
の
自
分
磨
き
の

セ
ミ
ナ
ー
』
な
ど
を
開
催
し
な
が

ら
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
な
場
を
作
る
の
も

会
員
増
強
に
つ
な
が
る
良
い
方
法

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

●
女
性
が
好
き
そ
う
な
こ
と
は
女

性
が
一
番
分
か
り
ま
す
。
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
は
老
若
男
女
、
異
業

種
と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
立
場

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
発
揮
し
な

が
ら
、
力
を
合
わ
せ
る
と
、
き
っ

と
す
ば
ら
し
い
活
動
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が

や
り
が
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
は
人
生
に
お
い
て

も
、自
分
自
身
を
高
め
ら
れ
る
勉
強

の
場
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。又
、達

成
感
や
感
動
な
ど
様
々
な
人
間
ら

し
い
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る
場
だ
と

も
思
い
ま
す
。私
自
信
、た
く
さ
ん

の
出
会
い
が
あ
り
、自
分
の
中
の
世

界
観
が
と
て
も
広
が
り
ま
し
た
。

●
今
、
自
分
で
仕
事
を
始
め
て
い

る
女
性
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
で
も
、
一
人
で
悩
ん
だ
り
、

躓
い
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
そ
の
よ
う
な
方
に
、

自
分
自
身
を
高
め
ら
れ
る
、
す
て

き
な
仲
間
の
で
き
る
、
人
の
た
め

に
力
に
な
れ
る
、こ
の
ロ
ー
タ
リ
ー

と
い
う
場
を
も
っ
と
も
っ
と
紹
介

し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

女性に持てる男性とは？
｢ブサメン｣と｢イケメン｣は
　紙一重なのです！
　（インターネット・女性の言葉より）

　◆横暴な人  
　　　⇒自信のある人
　◆考えを押し付ける人 
　　　⇒説得力のある人
　◆嘘をつく人  
　　　⇒思いやりのある人
　◆言い訳が多い人 
　　　⇒理論的な人
　◆優柔不断な人  
　　　⇒やさしい人 
　◆ケチな人  
　　　⇒きっぷの好い人
　◆価値観を押しつける人 
　　　⇒引っ張ってくれる人
　◆自己主張する人 
　　　⇒任せてくれる人
　◆言い訳がましい人 
　　　⇒責任を取る人
　◆嫌味が大好きな人 
　　　⇒お世辞が上手い人
　◆上から目線な人 
　　　⇒女性を立てる人
　◆責任転嫁する人 
　　　⇒かばってくれる人
　◆根暗な人  
　　　⇒寡黙な人
　◆口だけで動かない人
　　　⇒有言実行の人

女性会員数ベスト4 （人数）
1
2
2
4
4

川口
浦和ダイヤモンド
越谷東
大宮南
戸田

11
7
7
5
5

2013 年 2月現在
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愛
と
未
来
の
女
性
会
員

愛
と
未
来
の
女
性
会
員

●
平
成
８
年
１
月
18
日
に
吉
川

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま

し
た
。
当
時
会
長
さ
ん
だ
っ
た
方

と
３
人
の
方
が
店
に
来
て
、（
私
は

当
時
宝
石
店
を
し
て
い
ま
し
た
）

「
一
業
種
一
人
な
の
で
ま
だ
宝
石

店
は
当
ク
ラ
ブ
に
い
な
い
の
で
是

非
と
も
入
会
を
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー

ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

ロ
ー
タ
リ
ー
は
『
超
我
の
奉
仕
』

を
永
遠
の
テ
ー
マ
と
掲
げ
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
国
際
奉

仕
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
世
界
平

和
を
守
っ
て
行
く
役
を
果
た
し
て

行
く
と
い
う
活
動
を
し
て
い
る

団
体
な
の
で
す
」。
と
い
う
お
話

を
聞
き
、
深
く
感
銘
し
ま
し
た
。

主
人
が
入
会
を
勧
め
ら
れ
た
の
で

す
が
私
が
会
社
の
代
表
者
に
な
っ

て
い
る
の
で
「
あ
な
た
が
入
会
す

る
よ
う
に
」
と
主
人
に
勧
め
ら
れ

て
私
が
入
会
し
ま
し
た
。

●
例
会
が
と
て
も
新
鮮
で
楽
し

い
時
間
に
思
え
ま
し
た
。

会
員
卓
話
も
今
ま
で
の
私
の
生

活
範
囲
の
中
と
は
異
な
っ
た
異

業
種
の
方
々
の
お
話
が
と
て
も

珍
し
く
、
ま
た
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
方
々
も
気
持
ち

の
良
い
方
々
ば
か
り
で
し
た
。

新
入
会
員
だ
か
ら
と
い
っ
て
特

別
扱
い
す
る
の
で
も
な
く
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
聞
く

と
、
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
当
時
は
事
務
局
が
い

ま
し
た
の
で
何
で
も
気
楽
に
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
女
性
会
員
は
３
名
で
し
た
が

私
が
入
会
し
て
間
も
無
く
１
人

や
め
２
名
に
な
り
ま
し
た
。
入

会
４
年
目
に
し
て
、
名
倉
会
長

年
度
の
幹
事
に
な
り
、
10
年
目

に
し
て
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
会
長
に
な
る
前
の
年
の
10
月

に
主
人
が
他
界
し
ま
し
た
。
主
人

は
私
に
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の

入
会
を
務
め
た
だ
け
で
は
な
く
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
る

ク
リ
ス
マ
ス
例
会
や
旅
行
会

等
々
、
家
族
参
加
の
で
き
る
企
画

に
喜
ん
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

大
阪
で
行
わ
れ
た
国
際
大
会
に
も

皆
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
た
り
し

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
事

が
大
好
き
で
し
た
。

●
主
人
を
亡
く
し
て
悲
し
み
に
落

ち
込
ん
で
い
る
私
に
、
藤
田
パ
ス

ト
ガ
バ
ナ
ー
と
金
井
チ
ャ
ー
タ
ー

メ
ン
バ
ー
の
お
二
人
が
来
て
、
次

年
度
会
長
に
な
る
よ
う
に
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。
翌
年
７
月
か
ら
な
の

で
、「
主
人
の
初
回
忌
も
終
わ
っ

て
い
な
い
時
期
に
、
と
て
も
そ
の

よ
う
な
大
役
は
出
来
ま
せ
ん
」
と

お
断
り
し
ま
し
た
が
、「
だ
か
ら

こ
そ
大
役
を
す
る
の
で
す
、
そ
う

す
る
事
で
悲
し
ん
だ
り
落
ち
込
ん

だ
り
し
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
頑
張
り

な
さ
い
」
と
、
と
て
も
暖
か
く
優

し
く
、
そ
う
し
て
厳
し
く
激
励
を

受
け
ま
し
た
。

そ
の
時
、「
そ
う
だ
、
頑
張
ろ
う
」

と
心
に
決
め
ま
し
た
。

●
今
思
っ
て
も
ロ
ー
タ
リ
ー
家
族

と
し
て
こ
ん
な
思
い
や
り
の
あ
る

激
励
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

感
謝
で
涙
が
出
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

05
〜
06
年
度
・
吉
川
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
第
35
代
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

年
度
は
吉
川
ク
ラ
ブ
35
周
年
が

執
り
行
わ
れ
、
06
年
３
月
18
日

吉
川
ク
ラ
ブ
創
立
記
念
例
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
女

性
会
員
も
６
名
に
な
り
、
大
変

華
や
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

女
性
会
長
で
あ
る
私
を
ク
ラ
ブ

全
員
の
人
々
が
力
を
合
わ
せ
て

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
、
や

り
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
長
を
さ
せ
て
頂
き
、
よ
り
一

層
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
知
り
、

他
ク
ラ
ブ
の
人
々
と
も
多
く
知

り
合
い
に
な
れ
ま
し
た
。
主
人

を
亡
く
し
た
悲
し
み
も
薄
ら
ぎ
、

そ
れ
か
ら
２
年
後
08
年
６
月
に

吉
川
イ
ブ
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
と
合

併
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

●
合
併
ま
で
の
２
年
間
に
、
女

性
会
員
が
時
の
会
長
か
ら
蔑
視

さ
れ
て
、
幹
事
報
告
や
卓
話
の

機
会
を
与
え
ら
れ
な
い
理
由
で

退
会
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
が
理
由
で
も
な
か
っ
た

の
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
と
の

方
も
会
社
の
事
情
や
個
人
的
事

情
で
退
会
し
て
し
ま
い
、
６
人

も
い
て
華
や
か
だ
っ
た
女
性
会

員
が
、
合
併
の
時
は
私
１
人
に

な
っ
て
し
ま
い
淋
し
い
気
分
で

し
た
。
皆
仲
良
し
だ
っ
た
の
に

…
…

。

新
し
い
女
性
会
員
さ
ん
が
昨
年

入
会
し
、
現
在
２
名
に
な
り
ま

し
た
。
嬉
し
い
で
す
。

●
今
年
度
は
入
会
し
て
18
年
目

に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
と
て
も
充

実
し
た
楽
し
い
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と

し
て
の
日
々
を
過
ご
し
て
来
ま
し

た
。
人
間
関
係
も
そ
の
他
の
事
も

嫌
い
だ
な
と
い
う
思
い
を
味
わ
っ

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
今
年
１
月
18
日
で
79
歳
に
な

り
ま
し
た
。
誕
生
祝
い
を
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
と
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
幾
つ
に
な
っ
て
も
嬉
し
い

も
の
で
す
。

ま
す
ま
す
元
気
で
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
り

多
く
の
人
々
に
語
り
伝
え
て
会

員
増
強
に
頑
張
っ
て
女
性
会
員

を
増
や
し
て
行
き
ま
す
。

皆
で
力
を
合
わ
せ
、
世
界
平
和

を
守
っ
て
行
き
ま
す
。

吉
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

パ
ス
ト
会
長
　
小
野
ソ
ノ
子

ロ
ー
タ
リ
ー
家
族

　
　  
と
し
て

ロ
ー
タ
リ
ー
の

女
性
は
　

魅
力
が
い
っ
ぱ
い

川
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
員
増
強
維
持
委
員

　
　
　
　
　
本
庄
久
子

●『
ロ
ー
タ
リ
ー
の
女
性
は
魅
力

が
い
っ
ぱ
い
』、
こ
れ
私
の
本
音

で
す
。『
ロ
ー
タ
リ
ー
っ
て
ど
ん

な
女
性
が
い
る
の
？
』
ま
ず
私
が

所
属
す
る
川
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
女
性
会
員
が
最
多
だ
そ
う

で
、
こ
ん
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。

◎
ま
だ
30
代
の
若
い
女
医
さ
ん
。

綺
麗
で
ス
ピ
ー
チ
も
、
良
く
透
る

声
で
理
路
整
然
と
お
話
な
さ
り
、
ミ

ニ
ス
カ
ー
ト
が
良
く
似
合
い
ま
す
。

◎
女
性
画
商
の
方
で
、
フ
ラ
ン
ス

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
買
い
付
け
に

行
き
、
ま
た
国
内
で
は
、
埼
玉
の

画
家
の
方
を
積
極
的
に
紹
介
し
、

若
い
画
家
さ
ん
を
日
本
中
に
広
め

て
い
る
、
そ
の
様
な
素
晴
ら
し
い

お
仕
事
を
な
さ
っ
て
い
る
女
性
。

◎
病
院
の
薬
剤
師
を
な
さ
っ
て
い

る
女
性
。

◎
宣
伝
企
画
印
刷
の
会
社
を
な

さ
っ
て
い
て
、
お
仕
事
柄
も
あ
り

ま
す
が
、
文
章
も
写
真
も
絵
も
レ

イ
ア
ウ
ト
も
お
話
も
完
璧
に
こ
な

し
、
社
交
的
で
ど
の
方
に
も
愛
さ

れ
る
女
性
。

◎
冠
婚
葬
祭
の
お
仕
事
を
な
さ
り
、

「
40
代
で
結
婚
出
来
た
の
」、
と
自

分
で
お
っ
し
ゃ
る
可
愛
い
女
性
。

◎
お
若
く
て
税
理
士
を
な
さ
り
、

鶴
の
よ
う
な
色
白
な
綺
麗
な
女
性
。

◎
ご
夫
婦
共
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
、

別
々
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
お
二

人
共
建
築
の
お
仕
事
を
し
、
海
外

の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
も
何
度
も
参
加
さ
れ

て
い
る
女
性
。

◎
内
装
設
計
工
事
を
お
仕
事
に
さ

れ
、
商
工
会
議
所
女
性
会
の
会
長

も
さ
れ
、
い
つ
も
、
は
つ
ら
つ
と

前
向
き
な
女
性
。

◎
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
を
持

ち
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
大
人

ま
で
教
え
、
企
画
も
、
司
会
も
、

お
話
も
、
何
で
も
そ
つ
な
く
こ
な

す
、
楽
し
い
女
性
。

◎
中
年
に
な
っ
て
か
ら
勉
強
な
さ

り
資
格
を
取
り
、
会
計･

税
務
事

務
所
を
経
営
す
る
芯
の
強
い
尊
敬

出
来
る
女
性
。

●
こ
ん
な
多
種
多
様
な
素
敵
な
女

性
ば
か
り
で
す
。

よ
う
は
、
み
ん
な
が
楽
し
く
や
っ

て
い
れ
ば
、
人
は
そ
れ
を
見
て
、

自
分
も
参
加
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

●
私
は
地
区
の
増
強
委
員
な
の

で
、「
増
強
、
増
強
」
と
唱
え
ま

す
が
、
無
理
に
勧
め
て
も
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。
牛
で
も
馬
で
も
、

水
を
飲
ま
せ
る
為
に
水
場
ま
で
連

れ
て
行
っ
て
も
、
自
身
が
飲
ま
な

く
て
は
、ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
、
楽
し
そ
う
だ
な
、
自
分

も
参
加
し
て
み
た
い
な
、
と
思
わ

な
い
と
長
続
き
は
し
ま
せ
ん
。

●
い
ろ
い
ろ
趣
味
の
ク
ラ
ブ
に
も

入
っ
て
み
ま
し
た
が
、
何
か
も
の

足
り
な
い
の
で
す
。

良
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
は

レ
ベ
ル
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
点
ロ
ー
タ
リ
ー
は
違
い
ま

す
。
生
活
レ
ベ
ル
、
環
境
、（
女

性
が
仕
事
を
も
っ
て
い
る
）、
し

た
が
っ
て
多
種
多
様
な
人
に
毎

日
会
っ
て
真
剣
に
話
し
て
い
る
。

こ
れ
が
ノ
ホ
ホ
ン
と
し
た
、
趣

味
の
会
の
女
性
と
は
違
う
の
か

と
思
い
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
の
女
性
は
み
ん
な

仕
事
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。
向

上
心
が
あ
り
、
経
験
も
豊
富
。
酸
い

も
甘
い
も
わ
き
ま
え
て
海
千
山
千
。

そ
の
上
楽
し
い
女
性
ば
か
り
で
す
。

自
分
に
磨
き
を
か
け
、
人
の
振
り

見
て
我
が
振
り
直
し
、
お
互
い
に

紹
介
し
合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
い
ク
ラ
ブ
に
な
る
よ
う
に
い

つ
も
明
る
く
し
て
い
る
魅
力
た
っ

ぷ
り
の
女
性
で
す
。
こ
ん
な
人
達

が
「
友
が
友
を
呼
ん
で
」
た
く
さ

ん
入
会
し
て
く
れ
た
ら
？　

と
増

強
委
員
と
し
て
は
常
に
考
え
て
い

ま
す
。

●
し
か
し
女
性
は
家
に
帰
れ
ば
大

半
は
主
婦
、掃
除
、洗
濯
、買
物
、

家
族
の
口
が
待
っ
て
い
ま
す
。

三
度
三
度
の
食
事
の
支
度
、
子

供
の
養
育
、
こ
れ
は
毎
日
続
く

女
性
の
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
必
須
の

仕
事
で
す
。

こ
れ
を
続
け
な
が
ら
明
る
く
、
楽

し
く
、
は
つ
ら
つ
と
家
族
の
理
解

の
も
と
、
男
性
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と

肩
を
並
べ
維
持
し
て
い
く…

…

、

こ
れ
が
本
音
で
す
。　

そ
れ
で
も
ロ
ー
タ
リ
ー
に
参
加
す
る

と
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
、教
え
ら
れ
、

幸
せ
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
す
。
何
か

ロ
ー
タ
リ
ー
っ
て
や
り
が
い
の
あ
る

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
。

女
性
会
員
か
ら
見
た
こ
れ
が
本
音

の
と
こ
ろ
で
す
。

女
性
の
社
会
進
出
、
世
界
的
動
向
①

　

●
Ｅ
Ｕ
は
、上
場
企
業
に
対
し
、

役
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を

２
０
２
０
年
ま
で
に
最
低
40
％
に

引
き
上
げ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る

法
案
を
提
出
、法
制
化
さ
れ
ま

す
。（
上
場
企
業
で
女
性
役
員
は

平
均
で
13.7
％
）

●
日
本
の
上
場
企
業
の
女
性
役

員
割
合
は
１
％
以
下
。２
０
１
２

年
の
女
性
の
社
会
進
出
度
調
査

で
、日
本
は
世
界
１
３
５
か
国
の

う
ち
１
０
１
位
と
最
後
進
国
の
ひ

と
つ
で
す
。

●
日
本
社
会
も
、ロ
ー
タ
リ
ー
も
、

女
性
の
進
出
を
積
極
的
に
考
え

る
時
が
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
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愛
と
未
来
の
女
性
会
員

愛
と
未
来
の
女
性
会
員

大
宮
北
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
宮
下
智
世

会
員
増
強
維
持
部
門
委
員
長

　
　
染
谷
良
雄
（
吉
川
Ｒ
Ｃ
）

女
性
会
員
の

本
音
？
？
？

●
私
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
会
し

て
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

入
会
し
た
頃
は
体
調
を
崩
し
て
い

た
事
も
あ
り
、
あ
ま
り
例
会
や
集

ま
り
に
出
席
で
き
ず
ロ
ー
タ
リ
ー

の
良
さ
が
理
解
出
来
な
か
っ
た

為
、
こ
の
ま
ま
で
は
辞
め
て
し
ま

う
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

●
そ
ん
な
時
、
ク
ラ
ブ
の
先
輩
方

か
ら
「
米
山
奨
学
生
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
や
っ
て
み
な
い
か
？
」
と

の
お
話
を
戴
き
ま
し
た
。
初
め
て

聞
く
言
葉
で
意
味
の
分
か
ら
な

い
私
に
「
外
国
か
ら
日
本
の
大

学
に
通
っ
て
い
る
留
学
生
の
世

話
を
す
る
役
で
す
。
す
で
に
大

学
に
通
っ
て
い
る
学
生
だ
か
ら
日

本
語
も
話
せ
る
し
、
月
に
一
回
例

会
に
連
れ
て
き
て
く
れ
れ
ば
良
い

だ
け
。
そ
ん
な
に
負
担
に
な
る
仕

事
で
は
な
い
し
大
丈
夫
で
す
よ
。

そ
れ
に
、
会
員
皆
で
フ
ォ
ロ
ー
す

る
か
ら…

…

。」
と
の
事
で
、
留

学
経
験
の
あ
っ
た
私
は
、
思
い

切
っ
て
お
引
受
け
す
る
事
に
し
ま

し
た
。

●
と
こ
ろ
が
、
月
に
一
回
だ
け
学

生
を
駅
に
迎
え
に
行
き
例
会
に
出

席
さ
せ
、
ま
た
駅
に
送
っ
て
行
く

だ
け
だ
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
。

学
生
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
の
事
を
質

問
さ
れ
て
、
入
会
し
て
間
も
な
い

私
は
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
毎
回

例
会
に
出
席
し
、
先
輩
方
か
ら

ロ
ー
タ
リ
ー
の
事
を
勉
強
す
る
事

に
な
り
、
一
部
で
す
が
自
分
な
り

に
ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
に
興
味
が
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
そ
の
後
現
在
ま
で
に
４
年
連
続

で
３
名
の
学
生
を
お
世
話
し
て
い

ま
す
が
、
自
ク
ラ
ブ
の
学
生
か
ど

う
か
に
関
わ
ら
ず
、実
の
姉
？（
母

親
？
？
）
に
な
っ
た
つ
も
り
で
接

す
る
様
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

●
学
生
・
学
友
達
か
ら
は
『
お
姉

さ
ん
!!
』
と
呼
ば
れ
慕
わ
れ
る
喜

び
も
あ
り
ま
す
が
、
世
話
を
す
る

方
・
さ
れ
る
方
で
は
な
く
、
人
間

対
人
間
と
し
て
繋
が
り
を
持
て

る
学
生
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と

は
、
大
き
な
財
産
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

●
ま
た
今
年
度
は
、
大
役
を
仰
せ

つ
か
る
事
り
各
種
会
合
に
出
席
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
と

知
り
合
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

●
中
で
も
友
好
地
区
で
あ
る
韓
国

第
３
７
５
０
地
区
の
金
美
泳
ガ
バ

ナ
ー
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
出

来
、
同
じ
女
性
で
ガ
バ
ナ
ー
ま
で

務
め
ら
れ
て
い
る
金
ガ
バ
ナ
ー
の

明
る
く
楽
し
そ
う
な
笑
顔
と
、
前

向
き
で
意
欲
的
な
お
人
柄
に
触
れ

る
事
に
よ
り
、
ご
尊
敬
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
理
解
の
あ
る
男
性
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

●
私
は
、
ど
ん
な
役
柄
も
周
り
の

人
達
の
お
蔭
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
男
性
・
女
性
に
関
わ
ら
ず

ど
ん
な
役
目
に
な
っ
て
も
支
え
て

く
れ
る
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
素
晴
ら

し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

●
全
般
的
な
事
で
強
い
て
言
わ
せ

て
戴
け
れ
ば
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん

家
事
も
や
り
な
が
ら
各
種
会
合
に

出
席
す
る
事
に
な
り
ま
す
の
で
、

午
前
中
か
ら
の
会
合
は
厳
し
い

し
、
セ
ミ
ナ
ー
や
各
種
会
議
の
際

に
は
休
憩
時
間
が
な
い
こ
と
が
多

く
、
女
性
に
と
っ
て
は
辛
い
事
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
男
性
が
大
多

数
の
為
、
ど
う
し
て
も
男
性
会
員

と
一
緒
に
行
動
を
す
る
事
が
多
く

な
る
訳
で
す
が
、
心
無
い
一
部
の

人
達
か
ら
有
ら
ぬ
噂
を
た
て
ら

れ
、
悔
し
さ
の
あ
ま
り
や
る
気
を

削
が
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

●
今
後
も
色
々
な
事
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、こ
ん
な
自
分
が
人
の
役

に
立
て
る
喜
び
、多
く
の
人
に
出
会

え
る
喜
び
を
感
じ
る
事
が
出
来
る

限
り
、気
を
強
く
持
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
増
強
卓
話
に
行
っ
て
お
話
を

す
る
と
、「
増
強
は
非
常
に
難

し
い
」
と
言
う
方
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
難
し
い
の
な
ら
、
増

強
の
方
向
を
、
女
性
に
向
け
て

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
過
去
５

年
間
女
性
会
員
数
は
１
３
０
名

〜
１
４
０
名
を
保
っ
て
い
ま

す
。
女
性
会
員
退
会
者
は
非
常

に
少
な
い
の
が
事
実
で
す
。

●
田
中
ガ
バ
ナ
ー
年
度
も
残
り

僅
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
女
性

会
員
を
今
年
度
中
に
各
ク
ラ
ブ

１
名
、
是
非
と
も
推
薦
し
て
下

さ
い
。
新
し
い
女
性
を
仲
間
と

し
て
迎
え
入
れ
、
女
性
の
力
で

ク
ラ
ブ
活
性
化
へ
と
邁
進
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

●
今
号
の
ガ
バ
ナ
ー
月
信
で
は

『
女
性
会
員
の
本
音
』
企
画
し

ま
し
た
。
投
稿
を
い
た
だ
い
た

女
性
会
員
の
皆
様
に
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す

女
性
会
員
候
補
者
に

目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。

名
言
を
抜
粋

名
言
を
抜
粋

女
性
が
ロ
ー
タ
リ
ー
を
続
け
る

の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
続

け
れ
ば
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
と
っ

て
も
、
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
も
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。

心
を
許
し
て
話
し
合
え
る
仲

間
が
い
れ
ば
い
い
の
で
す

が
、
女
性
が
少
な
く
て
そ
れ

も
叶
わ
ず
、
一
人
で
抱
え
こ

ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

あ
た
り
さ
わ
り
な
く
良
い
顔

を
し
て
し
ま
う
男
性
。
男
が

女
性
化
し
て
い
る
今
、
真
の

男
ら
し
さ
を
出
し
て
欲
し

い
。
求
心
力
の
あ
る
男
性
会

員
が
一
人
で
も
い
れ
ば
、
信
頼

の
絆
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。

女
性
同
士
の
友
情
、男
女
の
友

情
、世
代
を
超
え
た
信
頼
関
係
、

こ
ん
な
に
多
く
の
絆
が
築
け
る

場
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
他
に
は
な
い
。

名
刺
を
出
す
と
、「
な
ー
ん
だ
、

女
が
会
長
な
ん
だ
ぁ
」「
女
性

が
会
長
な
ん
て
、
す
ご
い
な
」

こ
の
２
つ
の
心
の
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。

入
っ
て
み
る
と
、
男
社
会
で

は
な
く
て
、
男
女
平
等
、
み

ん
な
が
公
平
な
世
界
だ
と
い

う
こ
と
を
、実
感
し
ま
し
た
。

男
性
の
方
と
同
じ
土
俵
で
は
な

く
、
女
性
特
有
の
感
性
、
女
性

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
女
性
だ

か
ら
気
が
つ
く
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
会
長
に
な
る
と
、
や
り

た
か
っ
た
『
女
性
的
な
気
遣

い
の
あ
る
奉
仕
活
動
』
の
実

現
が
可
能
で
す
。　
　

ロ
ー
タ
リ
ー
は
何
を
し
て
い
る

か
、
知
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
女
性
対
象
の
『
自
分

磨
き
の
セ
ミ
ナ
ー
』
な
ど
を
開

催
す
れ
ば
、
女
性
会
員
増
強
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

女
性
が
好
き
そ
う
な
こ
と
は

女
性
が
一
番
分
か
り
ま
す
。

老
若
男
女
、
異
業
種
、
様
々

な
立
場
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
で
力
を
合
わ
せ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

自
分
で
仕
事
を
す
る
女
性
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ん

だ
り
、
躓
い
て
い
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
そ
の
方
に
、
こ
の
ロ
ー

タ
リ
ー
と
い
う
場
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

主
人
を
亡
く
し
て
悲
し
み
に
落

ち
込
ん
で
い
る
時
、
次
年
度
会

長
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
初
回

忌
も
終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
と
、

お
断
り
し
た
ら
、「
だ
か
ら
大
役

を
す
る
の
で
す
、
そ
う
す
る
事

で
悲
し
ん
だ
り
落
ち
込
ん
だ
り

し
て
ら
れ
ま
せ
ん
よ
。」
と
、
暖

か
く
優
し
く
激
励
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
時
「
そ
う
だ
、
頑
張

ろ
う
」
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　
　
　
　

女
性
会
員
が
蔑
視
さ
れ
、
幹
事

報
告
や
卓
話
の
機
会
を
与
え
ら

れ
ず
退
会
し
た
方
が
い
ま
し
た
。

辞
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
時
、「
米
山
奨

学
生
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
の

お
話
を
戴
き
ま
し
た
。
奨
学

生
に
ロ
ー
タ
リ
ー
の
事
を
質

問
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
こ
と
を
勉
強

す
る
よ
う
に
な
り
、
ロ
ー
タ

リ
ー
活
動
に
興
味
が
持
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
生

た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
は
、

私
の
大
き
な
財
産
で
す
。

男
性
が
大
多
数
の
為
、
心
な
い

一
部
の
人
達
か
ら
有
ら
ぬ
噂
を

た
て
ら
れ
、
悔
し
さ
の
あ
ま
り

や
る
気
を
削
が
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

多
種
多
様
な
素
敵
な
女
性
が
集

ま
り
、
み
ん
な
が
楽
し
く
や
っ

て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
見
て
、
参

加
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る

の
で
し
ょ
う
。

牛
で
も
馬
で
も
、
水
を
飲
ま
せ

る
為
に
水
場
ま
で
連
れ
て
来
て

も
、
自
分
で
が
飲
ま
な
く
て
は

ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
楽
し

そ
う
、
自
分
も
参
加
し
て
み
た

い
な
と
思
わ
な
い
と
長
続
き
は

し
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
趣
味
の
ク
ラ
ブ
に

入
り
ま
し
た
が
何
か
も
の
足
り

な
い
。
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
ノ
ホ

ホ
ン
と
し
た
趣
味
の
会
と
違
い
、

仕
事
を
も
っ
て
い
る
女
性
同
士

で
真
剣
に
話
し
が
で
き
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
の
女
性
は
み
ん

な
仕
事
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。
向

上
心
が
あ
り
、
経
験
も
豊
富
。

酸
い
も
甘
い
も
わ
き
ま
え
て

海
千
山
千
。
そ
の
上
楽
し
い

女
性
ば
か
り
で
す
。

自
分
に
磨
き
を
か
け
、
人
の
振

り
見
て
我
が
振
り
直
し
、
い
つ

も
明
る
い
女
性
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
。
こ
ん
な
人
達
が
「
友
が
友

を
呼
ん
で
」
た
く
さ
ん
入
会
し

て
く
れ
た
ら
と
い
つ
も
考
え
て

い
ま
す
。

女
性
の
社
会
進
出
、
世
界
的
動
向
②

●
Ｅ
Ｕ
は
何
故
、
女
性
の
社
会

進
出
に
こ
こ
ま
で
す
る
か
？
そ

れ
は
「
企
業
業
績
」
に
と
っ
て

も
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
女
性

の
専
門
知
識
や
女
性
有
能
な
人

材
は
た
く
さ
ん
埋
も
れ
て
い
ま

す
。
女
性
の
登
用
は
、
中
長
期

的
に
企
業
の
競
争
力
を
高
め
、

企
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め

ま
す
。

●
日
本
の
経
済
を
支
え
て
き
た

団
塊
世
代
の
引
退
を
補
う
力
を

持
っ
て
い
る
の
が
日
本
の
女
性

で
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
で
も
同
じ

こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
出
典
・
日
本
経
済
新
聞
社
）
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

インタビュアー　
吉田英一（鳩ヶ谷ＲＣ）

Ｒ
Ｉ
理
事
（
2
0
1
3
〜
1
5
年
度
）

北 

清
治
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー

こ
の
７
月
か
ら
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

の
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
す
北
パ
ス

ト
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
が
地
区
か
ら
の
Ｒ
Ｉ
理
事
は
、

田
中
作
次
さ
ん
に
続
き
２
人
目
で

す
が
、
さ
て
、
い
っ
た
い
ど
ん
な

お
役
目
な
の
か
を
お
尋
ね
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
月
信
担
当
副
幹
事
・
吉
田
英
一(

鳩
ヶ
谷
Ｒ
Ｃ)

14

 

ま
ず
、Ｒ
Ｉ
理
事
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
　

　
　
　
　
　
　

●
Ｒ
Ｉ
の
理
事
は
、
理
事
会
の
構
成
メ
ン

　
バ
ー
で
す
。

●
理
事
会
に
つ
い
て
は
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
定

款
及
び
細
則
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
理
事
会
の
任
務
は
、

◎
Ｒ
Ｉ
の
目
的
の
推
進
、

◎
ロ
ー
タ
リ
ー
の
綱
領
の
達
成
、

◎
ロ
ー
タ
リ
ー
の
基
本
原
則
の
研
究
と
教
育
、

◎
ロ
ー
タ
リ
ー
の
理
想
、
倫
理
お
よ
び
組
織

の
特
質
の
保
存
、

◎
並
び
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を
全
世
界
に
拡
大
す

る
目
的
の
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

行
う
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
任
期
を
全
期
務
め
て
い
る
こ
と
、
ガ
バ

ナ
ー
を
務
め
て
か
ら
少
な
く
と
も
３
年
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
推
薦
さ
れ
る
前
の
36

カ
月
間
に
、
少
な
く
と
も
２
回
の
ロ
ー
タ
リ
ー

研
究
会
と
１
回
の
国
際
大
会
に
出
席
し
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
ま
た
、
指
名
委
員
会
手
続
き
の
規
定
に
従
っ

て
、
理
事
を
指
名
す
る
ゾ
ー
ン
内
の
地
区
か
ら

指
名
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
す
。
指
名
委
員
を
務

め
る
時
点
で
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
委
員
を
務
め
る
前
の
３
年
間
に
、

少
な
く
と
も
当
該
理
事
が
指
名
さ
れ
る
ゾ
ー
ン

の
２
回
の
ロ
ー
タ
リ
ー
研
究
会
と
１
回
の
国
際

大
会
に
出
席
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

ど
の
位
の
頻
度
で
ア
メ
リ
カ
に
？ 

　
　

 

他
の
国
に
も
出
か
け
る
の
で
す
か
？

　
　
　

四
半
期
に
一
回
程
度
で
す
。

Ｒ
Ｉ
会
長
の
要
請
や
、ゾ
ー
ン
や
地
区
か
ら
の
要

請
で
、他
の
国
へ
出
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

奥
様
も
ご
一
緒
に
外
国
へ
お
出
掛
け
に
な
ら

 

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ん
ど
一
緒
に
出
掛
け
ま
す
。

 

理
事
の
お
仕
事
は
全
て
英
語
で
す
か
？

　国
際
大
会
、
国
際
協
議
会
、
理
事
会
な
ど
は
、

基
本
的
に
は
英
語
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
８
ヶ
カ

国
語
の
通
訳
が
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 

ロ
ー
タ
リ
ー
と
の
出
合
い
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ー
タ
リ
ー
の
存
在
は
知
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
誘
わ
れ
て
入
会
し
ま
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー

歴
は
こ
の
５
月
で
31
年
に
な
り
ま
す
。

 

今
ま
で
に
辞
め
よ
う
と
思
っ
た
事
は
？

　入
会
間
も
な
い
頃
、
辞
め
よ
う
と
思
う

よ
り
も
、
つ
ま
ら
な
い
会
だ
な
あ

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ろ
ん
な
出

来
事
を
反
面
教
師
と
し
て
受
け
止
め
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
　
　
　
　

い
ち
ば
ん
良
か
っ
た
事
は
何
で
す
か
？
　
　
　

　ガ
バ
ナ
ー
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
任
期
を

終
え
た
時
の『
安
堵
感
』と『
満
足
感
』で
す
。

 

ご
自
身
の
ガ
バ
ナ
ー
の
時
の
　
　
　
　
　
　

 

一
番
の
思
い
出
は
何
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　

ロ
ー
タ
リ
ー
発
祥
の
地
、
シ
カ
ゴ
で
の
百
周
年

国
際
大
会
と
地
区
大
会
で
す
。

 

第
２
７
７
０
地
区
は
、　
　
　
　
　
　
　
　

 

ど
ん
な
地
区
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
　
　
　

日
本
34
地
区
の
中
で
見
る
と
、
非
常
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
こ
と
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
活
動
が
実

践
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

未
来
の
夢
計
画
が
全
世
界
で
始
ま
り
ま
す
が
、

当
地
区
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
と
し
て
の
役
割
を

果
た
せ
た
で
し
ょ
う
か
？

　７
月
１
日
か
ら
全
世
界
で
実
施
さ
れ
ま
す
が
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
と
し
て
い
ち
早
く
実
践
出
来

た
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
善
意
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
寄

付
金
の
効
果
的
な
使
途
を
、メ
ン
バ
ー
が
共
有
で

き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
早
く
確
立
す
べ
き
で
す
。

会
員
増
強
に
何
か
名
案
は
？
　
　
　
　
　
　

名
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。

但
し
、会
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
こ
と
と
し
て

捉
え
実
践
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
前
提
は
、
ク
ラ
ブ
の
管
理
運
営
が
し
っ
か

り
し
て
い
て
、
例
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
楽
し

い
こ
と
で
す
。

●
Ｒ
Ｉ
の
業
務
の
指
示
管
理
、
役
員
お
よ
び

委
員
に
対
す
る
総
括
的
管
理
、
監
督
な
ど
の

権
限
と
責
任
な
ど
も
負
っ
て
い
ま
す
。

 

理
事
の
選
出
は
ど
の
様
な
方
法
で
？
　
　

 

任
期
は
何
年
で
し
ょ
う
か
？

 
再
任
も
あ
り
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　

　
　

●
理
事
会
の
定
員
は
19
名
で
す
。

Ｒ
Ｉ
会
長
は
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

議
長
を
務
め
ま
す
。Ｒ
Ｉ
会
長
エ
レ
ク
ト
は
理

事
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

他
の
17
名
の
理
事
は
、
細
則
の
規
定
に
従
っ

て
指
名
さ
れ
選
挙
さ
れ
ま
す
。
任
期
は
２
年

で
、
会
長
ま
た
は
会
長
エ
レ
ク
ト
を
務
め
る

場
合
を
除
い
て
再
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
世
界
の
34
ゾ
ー
ン
か
ら
、
理
事
会
の
定
め

る
日
程
に
従
っ
て
、
４
年
お
き
に
ゾ
ー
ン
内
の

ク
ラ
ブ
会
員
か
ら
１
名
の
理
事
が
指
名
さ
れ

ま
す
。（
毎
年
８
名
〜
９
名
が
選
出
さ
れ
ま
す
）

●
最
終
的
に
は
、
国
際
大
会
に
お
い
て
、Ｒ
Ｉ

の
会
長
、
理
事
、
ガ
バ
ナ
ー
及
び
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
の

会
長
、副
会
長
、名
誉
会
計
が
選
挙
さ
れ
ま
す
。

各
理
事
は
、
選
挙
さ
れ
た
年
の
次
の
年
の
７

月
１
日
に
は
じ
ま
り
ま
す
。

●
Ｒ
Ｉ
の
理
事
候
補
者
は
、
理
事
と
し
て
推

薦
さ
れ
る
以
前
に
Ｒ
Ｉ
の
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て

地
域
社
会
へ
の
奉
仕
の
実
践
に
よ
り
、
評
価
を

得
る
こ
と
で
会
員
の
誇
り
意
識
の
醸
成
が
会
員

増
強
に
繋
が
り
ま
す
。

 

お
酒
は
召
し
上
が
り
ま
す
か
？

大
好
き
で
す
。

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は
？
　
　
　
　
　
　
　

好
き
な
食
べ
物
は
、
果
物
類
で
す
。

嫌
い
な
食
べ
物
は
、
匂
い
や
香
り
の
強
い
も

の
で
す
。

 

座
右
の
銘
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？
　

人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ

 

最
後
に
こ
の
お
二
人
に
！

 

田
中
作
次
Ｒ
Ｉ
会
長
に
一
言
！

「
奉
仕
を
通
じ
て
平
和
を
」
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
ら
れ
、
ベ
ル
リ
ン
、

ホ
ノ
ル
ル
、
広
島
で
世
界
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
５
月
17
〜
18
日
）
を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
素

晴
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

間
も
な
く
任
期
を
終
え
ら
れ
ま
す
が
、
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。

ガ
バ
ナ
ー
を
終
え
て
か
ら
真
価
が
問
わ
れ
ま

す
。
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

益
々
の
ご
活
躍
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

第2560地区、地区大会RI会長代理として訪問向かって左から、
グレンE.エステス（2004-05年度100周年時RI会長）
北（RRFCとして）ジョン・ケニー（2009-10年度RI会長）

田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
に
一
言
！
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●「
ロ
ー
タ
リ
ー
」
と
い
う
組
織
の
歯
車
が
、
よ
ど
み
な
く
回
転
し
て
い
く
た
め
に

は
、さ
ま
ざ
ま
な
会
合
が
、さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
よ
っ
て
、日
々
、身
近
な
と
こ
ろ
で
、

そ
し
て
世
界
の
ど
こ
か
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ･

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、Ｉ
Ｍ
は
、
12
の
グ
ル
ー
プ
の
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
が
主
催
し
、
グ
ル
ー
プ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
総
出
で
開
か
れ
ま
す
。

●
テ
ー
マ
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
こ
と
、一
般
社
会
の
こ
と
、
そ
の
と
き
に
話
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

形
式
も
講
演
、フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。

12
グ
ル
ー
プ
が
知
恵
を
絞
り
、
取
っ
て
お
き
会
合
を
開
く
！
　

そ
の
報
告
の
第
１
弾
で
す
。

●「
ロ
ー
タ
リ
ー
」
と
い
う
組
織
の
歯
車
が
、
よ
ど
み
な
く
回
転
し
て
い
く
た
め
に

は
、さ
ま
ざ
ま
な
会
合
が
、さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
よ
っ
て
、日
々
、身
近
な
と
こ
ろ
で
、

そ
し
て
世
界
の
ど
こ
か
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ･

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、Ｉ
Ｍ
は
、
12
の
グ
ル
ー
プ
の
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
が
主
催
し
、
グ
ル
ー
プ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
総
出
で
開
か
れ
ま
す
。

●
テ
ー
マ
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
こ
と
、一
般
社
会
の
こ
と
、
そ
の
と
き
に
話
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

形
式
も
講
演
、フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。

12
グ
ル
ー
プ
が
知
恵
を
絞
り
、
取
っ
て
お
き
会
合
を
開
く
！
　

そ
の
報
告
の
第
１
弾
で
す
。

IM
IM
IM
IM
IM
IM
IM
IM
IM
IM
IM
IM

2/2（土）

2/26（火）
2/15（水）
2/22（金）
3/10（日）
2/16（土）
3/20（水）
3/23（土）
3/9（土）
2/23（土）
2/9（土）

13:30

17:30
15:00
14:00
10:00
14:00
13:00
13:30
15:30
13:00
14:00

浦和ロイヤルパインズホテル

大宮ラフォーレ清水園
大宮ラフォーレ清水園
上尾東武バンケットホール
福島県いわき市 薄磯地区、豊間地区
アスカル幸手
越谷コミュニティセンター　大ホール
獨協大学・天野貞祐記念館
三郷市立ピアラシティ交流センター
川口市フレンディア
戸田市文化会館

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

第 1G
第 2G
第 3G
第 4G
第 5G
第 6G
第 7G
第 8G
第 9G
第 10G
第 11G
第 12G

２
月
を
迎
え
る
と
、
い
っ
せ
い
に

Ｉ
Ｍ
の
祭
り
が
は
じ
ま
る
！

第
１
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐　

國
光
勝
三
（
浦
和
東
Ｒ
Ｃ
）

第
２
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐　

渡
邊
和
良
（
浦
和
北
Ｒ
Ｃ
）

第
１
・
第
２
グ
ル
ー
プ
Ｉ
Ｍ
報
告

國光勝三第１Gガバナー補佐渡邊和良第2Gガバナー補佐

　

去
る
２
月
２
日
（
土
）
40
年
ぶ
り
の
暖

か
さ
の
中
、
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ

テ
ル
に
於
い
て
、
清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市

長
、
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
、

第
１
グ
ル
ー
プ
、
第
２
グ
ル
ー
プ
合
同
の

Ｉ
Ｍ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ガ
バ
ナ
ー
の
地
区
運
営
方
針

「
ロ
ー
タ
リ
ー
で
素
晴
ら
し
い
出
会
い
を
」

の
テ
ー
マ
を
基
に
、
実
行
委
員
会
を
重
ね

議
論
の
結
果
、Ｉ
Ｍ
テ
ー
マ
を
「
出
会
い
を

大
切
に
」
と
掲
げ
、Ｉ
Ｍ
の
本
来
の
趣
旨
を

実
行
す
べ
く
下
記
の
３
部
構
成
で
開
催
し

ま
し
た
。

第
１
部　

新
会
員
の
維
持
と
成
長
を
目　

　
　
　
　

的
と
し
、
新
会
員
（
入
会
３　

　
　
　
　

年
以
下
）
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

　
　
　
　

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
テ
ー
ブ
ル　

　
　
　
　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
テ
ー
ブ

　
　
　
　

ル
リ
ー
ダ
ー
は
会
長
）。

　
　
　
　

テ
ー
マ
「
ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
会

　
　
　
　

し
て
思
う
こ
と
」

第
２
部　

今
後
の
経
営
活
動
の
ヒ
ン
ト
を

　
　
　
　

学
ぶ
為
の
講
演
。

　
　
　
　
（
株
）
大
和
総
研
理
事
長
（
元
日

　
　
　
　

銀
副
総
裁
）　

武
藤
敏
郎
様
の

　
　
　
　

講
演

　
　
　
　

演
題　
「
国
際
経
済
と
日
本
経

　
　
　
　

済
の
動
向
」

第
３
部　

各
ク
ラ
ブ
の
団
結
、
協
力
、
活

　
　
　
　

性
化
を
図
り
、
10
ク
ラ
ブ
対
抗

　
　
　
　

か
く
し
芸
大
会　
　

当
日
の
席
は
全
て
指
定
席
と
し
、
極
力
他

ク
ラ
ブ
の
人
と
名
刺
交
換
を
行
い
、
多
く

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
交
流
が
持
て
る
よ
う

配
慮
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、反
省
す
べ
き
と
こ
ろ
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
目
的
は
十
分
に
達
成
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

特
に
第
３
部
の
か
く

し
芸
大
会
で
は
、
各

ク
ラ
ブ
の
練
習
の
成

果
が
大
い
に
発
揮
さ

れ
、
出
演
者
の
熱
演

に
よ
り
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
ま
た
。
審
査
員（
ガ

バ
ナ
ー
、
パ
ス
ト
ガ

バ
ナ
ー
５
名
）
の
方

達
は
審
査
に
大
変
悩

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
百
数
十

名
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

の
参
加
者
は
、
フ
イ

ナ
ー
レ
で
は
会
場

い
っ
ぱ
い
に
大
き
な

輪
を
つ
く
り
「
手
に

手
つ
な
い
で
」
を
唱

和
し
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

結
び
に
、
今
回
の
Ｉ

Ｍ
開
催
に
際
し
ご
指

導
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
長
、
副
実
行
委
員
長
、

各
ク
ラ
ブ
会
長
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
、
補
佐

幹
事
そ
し
て
ホ
テ
ル
の
関
係
者
の
皆
様
に

深
く
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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第
3
グ
ル
ー
プ
Ｉ
Ｍ
報
告

斉藤博一第3Gガバナー補佐

第
３
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐　

斉
藤
博
一

 

当
第
３
グ
ル
ー
プ
は
、２
０
１
３
年
２
月
26

日
大
宮
ラ
フ
ォ
ー
レ
清
水
園
に
て
イ
ン
タ
ー

シ
テ
ィ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
新
年
懇
親
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、田
中
ガ
バ
ナ
ー
、清
水
勇
人
さ

い
た
ま
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
御
来

賓
の
皆
様
、各
ク
ラ
ブ
が
提
唱
す
る
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
の
先
生
方
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に

も
ご
参
加
を
頂
き
、ま
た
メ
ン
バ
ー
の
家
族
、

地
域
の
皆
様
に
も
多
数
ご
出
席
を
頂
き
当
初

の
予
定
を
上
回
る
大
盛
況
の
基
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
・
第
２
部
全
体
を
通
し
て
、一
人
で

も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
の
出
席
を
頂
く
こ
と
を

目
標
と
し
て
、開
催
時
間
・
時
間
帯
・
内
容
を

検
討
し
可
能
な
限
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
設
営
を

致
し
ま
し
た
。結
果
と
し
て
は
第
１
部
に
は

２
６
０
名
・
第
２
部
に
は
１
７
０
名
の
参
加

を
頂
き
当
初
の
目
標
で
あ
る
、「
ロ
ー
タ
リ
ー

で
素
晴
ら
し
い
出
会
い
を
」の
創
出
を
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
明
治
大
学
教
授
・
工
学
博
士

の
北
野
大
先
生
を
お
迎
え
し
て
、「
北
野
家
の

訓
え
」の
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。弟
の
ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
を
含
め
優

秀
な
人
材
を
世
に
送
り
出
し
た
北
野
家
の
教

育
方
針
を
通
し
て
、忘
れ
か
け
て
い
た
日
本

の
心
、知
恵
そ
し
て
家
庭
教
育
の
大
切
さ
を

お
話
し
い
た
だ
き
、最
後
に
は
ご
専
門
の
汚

染
物
質
Ｐ
Ｍ
2.5
の
講
義
ま
で
、イ
ン
タ
ー
ア

ク
ト
の
生
徒
諸
君
か
ら
年
配
の
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
ま
で
、
90
分
間
の
講
演
を
飽
き
る
こ
と
な

く
聴
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
新
年
懇
親
会
で
は
、北
野
先
生
に

も
ご
参
加
を
頂
き
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

最
後
ま
で
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
に
お
残

り
頂
き
、当
初
の
目
的
で
あ
る
ロ
ー
タ
リ
ー

の
情
報
交
換
や
懇
親
が
深
め
ら
れ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
Ｉ
Ｍ
実
行
委
員
と
し
て
お
力
添
え

を
頂
い
た
各
ク
ラ
ブ
の
幹
事
さ
ん
と
ホ
ス
ト

ク
ラ
ブ
大
宮
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様

に
感
謝
を
申
し
上
げ
、ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

パネルディスカッション

君が代、奉仕の理想斉唱名刺交換会

武藤敏郎先生の講演

白波5人男　浦和北ＲＣ

超高難度パーカッション　浦和東ＲＣ

山寺の和尚さん　浦和ＲＣ

北野大氏の講演

挨拶する斉藤ガバナー補佐
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第
4
グ
ル
ー
プ
Ｉ
Ｍ
報
告

第
11
グ
ル
ー
プ
Ｉ
Ｍ
報
告

第
４
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐　

加
藤
和
正

第
11
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐　
　

髙
野
好
勝

　
今
回
の
Ｉ
М
の
第
一
部
の
「
我
が
ク
ラ
ブ

の
特
徴
は･･･

」の
各
ク
ラ
ブ
会
長
の
発
表
は
、

テ
ー
マ
を
設
け
ず
、
各
ク
ラ
ブ
の
幅
広
い
活

動
を
も
と
に
、
何
の
制
限
も
な
い
発
表
と
し

ま
し
た
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の
発
表
は

新
鮮
で
、
興
味
深
く
参
加
者
に
も
共
鳴
を
与

え
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
記
念
講
演
は
元
旦
の
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
駅
伝
第
57
回
全
日
本
実
業
団
駅
伝
で

の
優
勝
チ
ー
ム
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
陸

上
競
技
部
の
酒
井
勝
充
監
督
を
お
迎

え
し
て
素
晴
ら
し
い
講
演
会
が
開
催

出
来
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
領
域
を

超
え
た
「
社
会
人
と
し
て
、
管
理
者
と

し
て
、
親
と
し
て
」
等
の
幅
広
い
テ
ー

マ
の
講
演
が
有
り
、
終
了
後
も
再
度
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
表
示
を
求
め
る
一
幕

も
有
り
ま
し
た
。 

　
更
に
懇
親
会
で
は
、
従
来
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
「
見
る
・
聴
く
」
の
一
方
通

行
型
か
ら
、我
々
も
「
参
加・体
験
す
る
」

事
が
出
来
る
双
方
向
の
も
の
と
し
ま

し
た
。
参
加
者
ご
自
身
の｢
体
力
と
若

さ
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
等
」
を
改
め
て
確

認
を
し
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
講

師
の
加
藤
先
生
の
中
国
武
術
の
太
極
拳
・
気

功
の
表
演
と
共
に
、
講
師
の
ご
指
導
の
も
と

充
分
に
堪
能
致
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
第
４
グ
ル
ー
プ
の
Ｉ
М
は
前
年
度

に
引
続
き
「
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
、
こ
の
絆 

P
A
R
T
Ⅱ
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
一
部
セ

レ
モ
ニ
ー
・
ク
ラ
ブ
発
表
か
ら
、
第
二
部
・
第

三
部
の
構
成
で
し
た
。
こ
の
「
Ｉ
М
の
目
的
」

は
グ
ル
ー
プ
内
の
会
員
相
互
の
親
睦
と
知
識

を
広
め
る
。
更
に
ロ
ー
タ
リ
ー
情
報
の
伝
達
、

奉
仕
の
理
想
を
学
ぶ
と
有
り
、
参
加
者
に
も

有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
も
の
と
確
信
致
し

ま
す
。

　
当
日
の
各
会
場
の
看
板
と
配
布
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
全
て｢

青･

白
・
赤
」
の
３
色
の
美
し

い
色
遣
い
で
す
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
国
旗
の

ト
リ
コ
ロ
ー
ル
を
も
と
に
し
た
美
し
い
色
遣

い
で
、
皆
様
の
歓
迎
を
意
味
す
る
も
の
で
す
。

例
年
と
違
い
、
各
会
場
は
殆
ど
が
満
席
と
な

り
Ｉ
М
の
目
的
で
あ
る
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
情

報
交
換
や
会
員
間
の
親
睦
に
も
大
き
く
貢

献
で
き
た
も
の
と
確
信
致
し
ま
す
。 

　
結
び
に
、
こ
の
Ｉ
М
を
担
当
す
る
実
行
委

員
会
は
、
昨
年
９
月
か
ら
の
毎
月
の
委
員
会

を
重
ね
当
日
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。(

Ｉ
М
実
行
委
員
長
　
豊
住
昇
二)

参加者の皆様に挨拶する加藤和正第4Ｇガバナー補佐

中国武術の太極拳・気功の表演

酒井勝充監督の講演

　
11
グ
ル
ー
プ
の
Ｉ
Ｍ
は
２
月
２３
日
の

ロ
ー
タ
リ
ー
創
立
記
念
日
に
川
口
フ
レ
ン

デ
イ
ア
で
開
か
れ
ま
し
た
。
７
ク
ラ
ブ
の

会
長
で
あ
る
７
人
の
侍
が
、
発
表
と
い
う

戦
い
の
場
で
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

○
川
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
佐
山
会
長

○
鳩
ヶ
谷
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
根
岸
会
長

○
川
口
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
隅
内
会
長

○
川
口
モ
ー
ニ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
木
戸
会
長

○
川
口
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
仲
野
会
長

○
川
口
シ
テ
イ
鳩
ヶ
谷
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
　
野
口
会
長

○
川
口
・
鳩
ヶ
谷
武
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
　
手
塚
会
長

　
ク
ラ
ブ
の
名
誉
を
か
け
て
時
間
の
許

す
限
り
大
画
面
に
向
か
い
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク

ラ
ブ
会
長
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
祝
辞
に
は
田
中
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
、

５
７
年
ぶ
り
に
川
口
か
ら
選
出
さ
れ
ま
し

た
新
藤
義
孝
総
務
大
臣
、
岡
村
川
口
市
市

長
そ
し
て
来
賓
と
し
て
多
く
の
パ
ス
ト
ガ

バ
ナ
ー
、
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、
地
区

部
門
委
員
長
の
方
々
が
お
い
で
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
ま
で
大
勢
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
支

え
ら
れ
ま
し
て
無
事
11
グ
ル
ー
プ
の
Ｉ
Ｍ

は
手
に
手
を
取
っ
て
の
大
合
唱
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｍ
が
無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
実
行
委
員
を
は
じ
め
多
く
の
ロ
ー
タ

リ
ア
ン
に
支
え
ら
れ
て
で
き
ま
し
た
。
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

新会員紹介山本前ガバナー補佐へ感謝状贈呈

山口次年度ガバナー
補佐の乾杯

川口市長挨拶

髙野ガバナー補佐挨拶

髙野好勝第11Ｇガバナー補佐



2223

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

D2770 NEWS＆INFORMATION

8
月
19
日
に
77
歳
で
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
飯
野
雪
男
パ
ス
ト
ガ
バ

ナ
ー
の
遺
稿
集「
人
生
あ
れ
こ
れ
」

で
す
。
こ
の
本
は
、
自
ら
の
人
生

を
ま
と
め
、
ご
自
分
の
告
別
式
の

時
に
ご
会
葬
の
皆
さ
ま
に
配
ろ
う

と
な
さ
っ
て
い
た
ご
本
。
命
を

ま
っ
と
う
し
た
そ
の
日
の
朝
ま
で

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
ま
と
め
ら

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
こ
に
偉

大
な
飯
野
ガ
バ
ナ
ー
の
想
い
が
つ

ま
っ
て
い
ま
す
。
本
誌
を
ご
希
望

の
方
は
、
地
区
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

飯
野
パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
の

遺
稿
集
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

補
助
金
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催

●
3
月
2
日（
土
）に「
彩
の
国
す

こ
や
か
プ
ラ
ザ
」
に
て
、
13
時

30
分
よ
り
開
会
い
た
し
ま
し

た
。
ク
ラ
ブ
関
係
者
で
は
、
会

長
エ
レ
ク
ト
、
次
年
度
社
会
奉

仕
委
員
長
、
次
年
度
国
際
奉
仕

委
員
長
、
次
年
度
ロ
ー
タ
リ
ー

財
団
委
員
長
の
方
々
が
対
象
。

地
区
関
係
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー

監
査
委
員
、
次
年
度
ガ
バ
ナ
ー

補
佐
、
次
年
度
各
部
門
委
員
長
、

地
区
委
員
の
皆
さ
ま
が
出
席

し
、
総
勢
2
7
0
名
の
登
録
を

頂
き
ま
し
た
。

●
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ロ
ー
タ

リ
ー
財
団
部
門
、
社
会
奉
仕
部

門
、
国
際
奉
仕
部
門
の
3
部
門

が
協
同
で
補
助
金
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
説
明
。
次
年
度
は「
未

来
の
夢
計
画
」
が
全
世
界
の
ク

ラ
ブ
で
開
始
さ
れ
る
の
で
、
新

地
区
補
助
金
の
「
新
」
を
外
し

て
補
助
金
と
呼
び
、
従
来
の
地

区
補
助
金
を
旧
地
区
補
助
金
と

呼
ぶ
年
に
な
り
ま
す
。

●
地
区
補
助
金
と
グ
ロ
ー
バ
ル

補
助
金
に
つ
い
て
次
年
度
の
活

動
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
補
助

金
の
総
額
は
7
万
ド
ル
で
、
参

加
資
格
の
有
る
全
ク
ラ
ブ
を
対

象
に
支
給
し
ま
す
。
現
年
度
と

異
な
り
、
社
会
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
国
際
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
区
別
せ
ず
、
各
ク
ラ
ブ
１

件
の
申
請
を
お
願
い
し
、
申
請

方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
補
助
金
に
つ
い

て
は
条
件
が
あ
る
も
の
の
、
受

付
は
随
時
行
っ
て
い
る
の
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
地
区
の
委

員
に
相
談
し
て
頂
き
た
い
旨
の

お
話
を
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施

し
、
補
助
金
へ
の
理
解
を
深
め

て
頂
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で

は
、
補
助
金
の
支
給
方
法
を
め

ぐ
っ
て
熱
い
議
論
が
起
こ
り
、

多
数
の
参
加
者
の
理
解
を
得

て
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

次
年
度
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
部
門
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
井
原
　
實

　
　
　
　
　
（
さ
い
た
ま
新
都
心 

Ｒ
Ｃ
）

RI3800地区フィリピン国際奉仕事業検証ツアー（3月16日～20日）に45名が参加！
（くわしい報告はガバナー月信5月号に掲載します。ご期待ください。）

I
M
報
告

第
12
グ
ル
ー
プ
Ｉ
Ｍ
報
告

第
12
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
　
　
溝
上
西
二

　
溝
上
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
の
所
属
ク
ラ
ブ
で

あ
る
戸
田
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
ホ
ス

ト
ク
ラ
ブ
と
な
り
、
第
12
グ
ル
ー
プ
の
Ｉ
Ｍ

が
「
多
く
の
出
会
い
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
出

会
い
の
実
現
を
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
２
月
９

日
（
土
）
戸
田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
Ｉ
Ｍ
は
セ
レ
モ
ニ
ー
、
基
調
講

演
、演
奏
会
、懇
親
会
の
４
部
構
成
と
な
り
、

同
グ
ル
ー
プ
内
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
一
堂
に
会

し
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
知
識
を
広
め
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
多
く

の
地
域
市
民
の
方
々
に
も
「
ロ
ー
タ
リ
ー
」

の
奉
仕
を
通
し
て
の
活
動
運
動
を
知
っ
て

頂
く
為
の
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
か
と
思
い
、一

般
公
開
の
I
M
を
企
画
致
し
ま
し
た
。
　

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
田
中
德
尚
ガ
バ
ナ
ー

よ
り
Ｉ
Ｍ
の
意
義
の
お
話
、
神
保
国
男
戸
田

市
長
か
ら
は
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
同
グ
ル
ー
プ
川
島
健
直
前

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
前

年
度
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
テ
レ
ビ
番
組
の
出
演

や
多
数
の
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
寺
島
実

郎
氏
に
よ
る
「
世
界
潮
流
と
日
本
」一
般
に

公
開
さ
れ
た
ホ
ー
ル
は
お
よ
そ
8
0
0
名

の
来
場
者
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

講
演
内
容
は
、
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄
か
ら
み
る

時
代
錯
誤
的
な
違
和
感
の
話
し
と
今
の
日

本
の
現
状
か
ら
始
ま
り
、
エ
リ
ー
ト
と
言
わ

れ
る
若
者
の
就
職
事
情
、
ア
ジ
ア
圏
の

G
D
P
比
較
と
バ
ー
チ
ャ
ル
国
家
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
誕
生
、
そ
し
て
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革

命
に
沸
く
ア
メ
リ
カ
の
展
望
な
ど
、
今
後
の

日
本
の
対
応
と
国
家
の
方
向
性
が
問
わ
れ

る
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
演
奏
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ

ブ
で
あ
る
南
稜
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
豊
か
に
４
曲
の

演
奏
を
テ
ン
ポ
よ
く
、
そ
し
て
可
愛
ら
し

い
ダ
ン
ス
と
共
に
披
露
い
た
だ
き
ま
し

た
。
尚
、
演
奏
会
の
会
場
入
口
で
行
わ
れ

た
南
稜
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ

ブ
生
徒
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

募
金
で
1
1
9
千
円
と
い
う
温
か
い
支
援

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

溝上西二第12Ｇガバナー補佐

様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
懇
親
会
で
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
各
ク

ラ
ブ
の
代
表
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
内
９
ク
ラ
ブ
の
輪
が

よ
り
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｒ
Ｉ
長
期
計
画
で
の
３
つ
の
優
先
項
目

で
あ
り
ま
す
。「
公
共
イ
メ
ー
ジ
と
認
知

度
の
向
上
」
の
目
的
に
少
し
で
も
お
役
に

た
て
れ
ば
と
思
い
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
認
知

度
向
上
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
今
回
の
Ｉ

Ｍ
は
、
多
く
の
一
般
市
民
の
方
々
に
ロ
ー

タ
リ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
と
な

り
、
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昨
年
９
月
よ
り
準
備
し
て
ま
い
り
ま

し
た
実
行
委
員
の
皆
様
、
そ
し
て
第
12
グ

ル
ー
プ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
皆
様
に
御
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

開会セレモニー

基調講演 埼玉県立南稜高等学校吹奏楽部
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D2770 NEWS＆INFORMATION D2770 NEWS＆INFORMATION

最
近
の「
ロ
ー
タ
リ
ー
情
報
」よ
り

文 

庫 

通 

信
　【
３
０
６
号
】

T
E
L
（
０
３)

３
４
３
３
・
６
４
５
６

F
A
X
（
０
３)

３
４
５
９
・
７
５
０
６

◎「
元
気
な
ク
ラ
ブ
に
な
る
た
め
に
」

　

桑
原 

茂　

　

2012 　

10
頁

　
（D

.2550

地
区
大
会
記
念
誌
）

◎「
元
気
な
ク
ラ
ブ
に
な
る
た
め
に
」

　

小
船
井
修
一　

　

2012 　

14
頁

　
（D

.2550

地
区
大
会
記
録
）

◎「
ロ
ー
タ
リ
ー
が
ラ
イ
ラ
に

　

期
待
す
る
も
の
」

　

深
川
純
一　

2012 　

６
頁

　
（
第34

回
青
少
年
指
導
者
育
成

　

セ
ミ
ナ
ー
報
告
書
）

◎「
品
格
の
あ
る
ス
マ
ー
ト
な
ク
ラ

　

ブ　

そ
の
１
の
３
」

　

深
川
純
一　

2012 　

２
頁

　
（
純
ち
ゃ
ん
の
コ
ー
ナ
ーP

artX
I

）

◎「
全
国
ロ
ー
タ
リ
ー
・
コ
ー
デ
ィ

　

ネ
ー
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー　

抄
録
」

　

関
場
慶
博　

2012 　

６
頁

　
（D

.2520

月
信
）

◎「12

月
ロ
ー
タ
リ
ー

　

家
族
月
間
に
つ
い
て
」

　

菅
野
多
利
雄　

2012 　

１
頁

　
（D

.2520

月
信
）

◎「
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
あ
ら
ま
し 

　

１
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
標
語
、使

　

命
、６
つ
の
重
点
分
野 　

２
わ

　

か
り
や
す
い
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

　

モ
デ
ル 　

３
新
し
い
ロ
ー
タ

　

リ
ー
財
団
」

　

D
.2650 　

2012 　

３
頁

　
（
わ
た
し
達
の
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

　

[

わ
か
り
や
す
い
財
団
テ
キ
ス
ト
﹈）

                         　
　

﹇
右
記
申
込
先
：
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫]

新世代部門
地区青少年交換委員会
合同もちつき大会開催
　ーさいたま新都心RC1月19日

【藤波餅つき踊り】上尾指定無形民族文化財
の餅つき指導を受ける交換留学生

前号に掲載したさいたま欅RCはさいたま新都心
RCの間違いでした。再掲載させて頂きます。
お詫びして訂正致します。

＝お詫びと訂正ー

米山記念奨学部門委員長　中里公造（川口モーニングＲＣ）

●点鐘に先立ち、薄明かりの会場に
終了式を迎えた学生が、萬來の拍手
を浴びながら入場し、今年度の米山
奨学生の終了式が始まりました。今
年の終了式は、３月３日大宮パレス
ホテルにて開催されましたが、33 名
の内、継続学生 9 名、そして帰国中
の２名を除く22名の学生と、田中ガ
バナーを始め、奨学会の役員の皆様、
指導教官の皆様、そして世話クラブ
会長・カウンセラー・米山委員長の
皆様等、総勢126名の参加者でした。
●米山奨学生としての１年ないし２
年間は、振り返って見ると、あっとい
う間であったかも知れません。しか
しその間、多くの人との出会いがあ
り、その出会いを通じて、多くのこと
を学び、とても貴重な１、２年間で
あったと思います。
●特にカウンセラーの皆さんを中心
に、世話クラブの皆さんとの交流で

は、生涯忘れることの出来ない様々
な経験をしたことでしょうし、終了
式を迎えた学生さんにとって、生涯
の思い出となる一日になったことと
思います。
●終了する皆さんは、それぞれに、
大いなる「志」を持って日本に留学
をされました。縁あって米山奨学生
に選ばれたわけですが、米山奨学生
になる前と今では、日本に対するイ
メージ、そして日本人を見る見方も、
大きく変わったことと思います。
●最後の3分間スピーチは感動的な
話の連続でした。次年度は世話クラ
ブ以外のロータリアンの皆様にも是
非聞いて欲しいと感じました。
●４月からは世界中で活躍する１万
７千人余りの米山学友の一人となり
ますが、終了する学生の皆さんには
今後、自分の夢の実現に向かって頑
張って欲しいと思いますし、将来は

日本と、母国、そして世界を結ぶ架
け橋となって活躍して欲しいと願っ
ています。そして、米山奨学生として
経験した素晴らしさや感動を、是非
母国の人にも伝えて欲しいと願って
います。
●最後は全員が2列に並び、終了生を
見送りました。それぞれが手にした「一
輪の花」を手渡しながら、「これからも
頑張れよ」「近況報告忘れないで」「た
まには例会に来てよ」様々な惜別の言
葉が飛び交いました。会場を包んだ
「蛍の光」が別れの寂しさを倍増させ
た、そんなフィナーレでした。
●世話クラブの皆様、そしてカウン
セラーの皆様、更には、米山奨学生
に対する支援を通じて、米山部門の
活動にご協力いただきました多くの
皆様に、心からの感謝と、お礼を申し
上げまして、終了式の報告とさせて
いただきます。

2012学年度ロータリー米山記念奨学生　終了式を終えて去る2月5日「自分発見！高校生感動体験プログラム
事業」の感謝状の贈呈が行われました。

交
換
留
学
生
が
雛
ま
つ
り
を
楽
し
む
様
子
が
記
事
に
！

2
月
23
日（
土
）に
交
換
留
学
生
と
学
友
が
、日
本
の
伝
統
行
事
で
あ
る
雛
ま
つ
り
を
楽
し
み
、

そ
の
様
子
が
埼
玉
新
聞
と
サ
ン
ケ
イ
新
聞
に
記
事
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

FAX：048･998･0998　
携帯：090･8592･4460
E-mail：
ayano@kih.biglobe.ne.jp

卓話者
バンク
募集中！

卓話者
バンク
募集中！
卓話者バンクの
登録者募集中です。

お申し込みは
金杉まで

この写真は、埼玉県教育局から届いた写真です。
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Ｐ
Ｒ
の
頁

（記
事
広
告
）

Ｐ
Ｒ
の
頁

（記
事
広
告
）

ア
ン
コ
ー
ル
★
事
業
紹
介

Ｒ
Ｙ
L
Ａ
研
修
で
知
覧
へ
。　
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト･

ラ
イ
ラ
委
員
長(

当
時) 

金
杉
光
左
生
さ
ん(

八
潮
み
ら
い
Ｒ
Ｃ)

私
の
職
業
奉
仕

店
の
暖
簾(

の
れ
ん)

を
守
り
、
業
界
に
奉
仕
を
。
川
口
Ｒ
Ｃ
次
年
度
会
長　

小
川
長
四
郎
さ
ん

●
小
川
さ
ん
は
、
川
口
市
で

２
３
９
年
続
く
八
代
目
の
石

工
。
２
３
９
年
前
と
い
う
と
、

江
戸
時
代
中
期
の
安
永
３
年

（
１
７
７
４
年
）で
す
。

こ
の
時
に
先
祖
が
作
っ
た
作

品
が
さ
い
た
ま
市
に
あ
り
、

そ
の
他
、
川
口
の
神
社
仏
閣

に
い
ろ
い
ろ
残
っ
て
い
る
の

で
、
小
川
石
材
店
の
歴
史
は

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
小
川
さ
ん
は
中
学
を
卒
業

し
て
こ
の
道
に
入
り
、
今
年

で
満
77
歳
。
こ
の
道
63
年
目

に
な
り
ま
す
。
若
い
頃
は
仕

事
を
覚
え
る
事
に
専
念
し
、

安
定
し
た
頃
か
ら
は
、
業
界

に
奉
仕
す
る
よ
う
に
し
た
と

言
い
ま
す
。

●
業
界
へ
の
奉
仕
は
、全
国
石

材
技
能
士
会
会
長
と
し
て
、

[

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ]

を
立
ち
上

げ
、技
能
の
伝
承
と
指
導
者
育

成
へ
の
道
標
を
つ
く
っ
た
こ
と

が
大
き
な
実
績
の一つ
で
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ー
へ
は
、
平
成

７
年
に
川
口
ク
ラ
ブ
へ
入
会
。

入
っ
て
み
て
分
っ
た
そ
う
で

す
が
、
町
会
へ
の
奉
仕
も
、
業

界
へ
の
奉
仕
も
、
す
べ
て
は

ロ
ー
タ
リ
ー
で
言
う｢

奉
仕
の

精
神｣

と
相
通
じ
る
も
の
が
あ

る
そ
う
で
す
。

●
平
成
13
年
に
は
、
卓
越
技

能
者（
現
代
の
名
工
）と
し
て
、

業
界
で
は
全
国
で
33
人
目
の

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
15
年
に
は
、こ
の

道
一
筋
と
い
う
こ
と
で
黄
綬

褒
章
を
天
皇
陛
下
か
ら
授
与

さ
れ
る
名
誉
も
。
こ
れ
は
全

て
今
ま
で
の｢

奉
仕
へ
の
ご
褒

美｣

だ
と
言
い
ま
す
。

●｢

職
業
奉
仕
は
ロ
ー
タ
リ
ー

の
金
看
板
と
度
々
聞
き
ま
す

が
、
難
し
い
言
葉
と
難
し
い

文
章
で
言
わ
れ
て
い
る
の
で

未
だ
に
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
常
々
自
分
の
仕
事
に
責

任
を
持
ち
、
お
客
様
の
立
場

に
立
っ
て
施
工
す
る
こ
と
が

職
業
奉
仕
だ
と
考
え
て
い
ま

す｣

と
、
小
川
さ
ん
。

金
額
の
大
小
に
関
係
な
く
仕

事
を
全
力
で
や
り
遂
げ
る
こ

と
で
、ロ
ー
タ
リ
ー
の『
４
つ

の
テ
ス
ト
』
や
、『
ロ
ー
タ
リ
ー

の
綱
領
』に
自
然
に
近
づ
い

て
く
る
の
だ
と
話
さ
れ
ま
す
。

●｢

業
界
は
、
全
部
が
真
面
目

な
会
社
と
は
限
ら
ず
、
消
費

者
に
迷
惑
を
か
け
る
業
者
も

い
ま
す
。
こ
れ
で
は
い
け
な

い
と
業
界
主
催
の
勉
強
会
も

開
い
て
い
ま
す
。
私
も
技
術

講
師
を
10
年
続
け
、
全
国
に

飛
ん
で
行
き
、
共
に
勉
強
し

て
い
ま
す｣

。
そ
れ
に
依
り
自

浦和大久保　東福寺境内
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田中稲荷　飛び唐獅子（三遊亭円丈師絶賛）

庚申塔　天明三年（1782年）
龍泉寺　石工当所　長四郎

●
金
杉
部
門
委
員
長
が
、

「
５
年
前
の
事
業
で
す
が
新

人
へ
の
良
き
情
報
提
供
に

な
れ
ば…

」
と
、
特
攻
隊

で
有
名
な
知
覧
へ
行
っ
た

Ｒ
Ｙ
L
Ａ
研
修
の
話
を
投

稿
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
ラ
イ
ラ
と
は
、
青
少
年
指

導
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ

と
。
全
世
界
で
ロ
ー
タ
リ
ー

が
総
力
を
挙
げ｢

若
者
達
に

素
晴
ら
し
き
経
験
を
提
供

す
る｣

一
大
事
業
で
す
。

●
知
覧
へ
は
、
10
年
前
関

口
年
度
で
行
き
、
５
年
前

中
村
年
度
で
行
き
、
そ
れ

か
ら
５
年
経
っ
て
の
ア
ン

コ
ー
ル
紹
介
で
す
。
時
は

08
年
３
月
29
日
〜
31
日
。

金
杉
さ
ん
は
当
時
、
ラ
イ

ラ
委
員
長
で
し
た
。（
今
年

度
は
３
月
に
震
災
の
宮
城

へ
出
か
け
ま
し
た
。
報
告

は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
）

●
こ
の
研
修
の
た
め
に
鹿

児
島
県
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に

は
全
面
協
力
を
頂
き
、
２

７
３
０
地
区(

鹿
児
島･

宮

崎)

、
国
分
中
央
Ｒ
Ｃ･

国

分
Ｒ
Ｃ･

指
宿
Ｒ
Ｃ･

霧
島

Ｒ
Ｃ･

国
分
中
央
ロ
ー
タ
ー

ア
ク
ト
Ｃ･

国
分
ロ
ー
タ
ー

ア
ク
ト
Ｃ
と
、
７
つ
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
。

他
に
も
、
陸
上
自
衛
隊
と

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
が
宮
司
の

霧
島
神
宮
が
大
歓
迎
。

一
般
で
は
経
験
で
き
な
い
特

別
な
設
営
を
、
破
格
の
安
さ

で
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

世
界
中
ど
こ
で
も
、
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
が
協
力
し
、
最

高
の
設
営
が
で
き
る
の
も

ロ
ー
タ
リ
ー
の
だ
い
ご
味

で
す
。

●
こ
の
研
修
の
前
後
５
回

は
、
知
覧
を
知
る
歴
史
の
生

き
証
人
等
を
招
い
て
の
研

修
会
を
実
施
。
参
加
者
は
１

１
２
人
。
多
く
の
メ
ン

バ
ー
や
若
者
が
、
平
和
へ
の

誓
い
を
胸
に
刻
ん
だ
意
義

あ
る
も
の
で
し
た
。

●
金
杉
委
員
長
は
報
告
書

に
こ
う
記
し
ま
す
。

「
祖
国
を
守
る
た
め
に
飛
行

機
も
ろ
と
も
体
当
た
り
攻

撃
を
行
っ
た
若
者
た
ち
。

祖
国
を
守
り
、
愛
す
る
人

や
家
族
を
守
る
為
、
自
ら

の
命
を
捧
げ
た
戦
争
は
二

度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

自
分
の
命
に
代
え
て
守
ろ

う
と
し
た
の
は
、
こ
の
国

の
平
和
な
未
来
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
」
と
。

●
報
告
書
は
50
頁
と
大
変

厚
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

感
想
文
に
は
、

●｢

辛
く
悲
し
い
過
去
で
も
、

私
た
ち
は
戦
争
か
ら
目
を

そ
む
け
て
は
い
け
な
い
。
特

攻
で
な
く
な
っ
た
方
の
家

族
、
愛
す
る
人
、
日
本
の

全
て
の
人
を
守
る
と
い
う

『
強
さ
』
と
『
優
し
さ
』。

そ
の
場
の
空
気
を
吸
う
事

で
初
め
て
心
に
響
き
、
感

謝
の
気
持
で
一
杯
に
な
り

ま
し
た
。｣

●｢

出
撃
前
の
写
真
で
も

笑
っ
て
写
っ
て
い
る
青
年
達

の
覚
悟
に
、
胸
が
詰
ま
り
ま

し
た｣

等
、
た
く
さ
ん
の
想

い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
昼
食
を
食
べ
た
『
富
屋
』

は
、
か
つ
て
「
特
攻
の
母
」

と
慕
わ
れ
た
富
屋
食
堂
の

女
将
・
鳥
浜
ト
メ
さ
ん
が
、

二
度
と
帰
ら
ぬ
隊
員
た
ち

を
、
母
代
わ
り
に
精
一
杯

の
食
事
で
見
送
っ
た
処
。

10
代
の
少
年
等
が
ト
メ
さ

ん
の
お
ふ
く
ろ
の
味
を
最

後
に
玉
砕
。
全
部
で
１
０

３
６
人
が
帰
ら
ぬ
人
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
こ
と
を
、
ト
メ

さ
ん
の
お
孫
さ
ん
が
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

当
時
と
同
じ
場
所
。
出
さ

れ
た
昼
食
も
当
時
と
同
じ

[

特
攻
弁
当]

。60
年
以
上
前

の
こ
と
が
今
ま
で
語
り
継

が
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動

を
覚
え
た
と
い
い
ま
す
。

（
こ
の
事
は
、『
俺
は
、
君

の
た
め
に
こ
そ
死
に
に
い

く
』
と
い
う
題
名
で
07
年

に
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
）

●
金
杉
さ
ん
、
投
稿
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 研修感想発表会にて

富屋旅館（特攻弁当）

知覧　特攻平和会館（特攻機）

霧島神宮にて全員集合　112名が参加！

文化十三年丙子五月吉日　
川口驛石工　小川長四郎

分
も
今
で
も
向
上
で
き
て
い

る
と
、
小
川
さ
ん
は
つ
ね
に

謙
虚
で
す
。

●
趣
味
は
写
真
撮
影
。
最
近

の
傑
作
は
こ
こ
に
紹
介
す
る
、

平
成
24
年
７
月
５
日
に
工
場

視
察
に
行
幸
さ
れ
た
天
皇
陛

下
を
撮
影
で
き
た
こ
と
と
、

田
中
作
次
Ｒ
Ｉ
会
長
の
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
。

本
音
は
、「
き
れ
い
子
ち
ゃ
ん

と
、
可
愛
子
ち
ゃ
ん
を
写
す

時
が
一
番
幸
せ
。ロ
ー
タ
リ
ー

も
借
金
も
全
て
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
笑
）」
と
か
。
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Ｐ
Ｒ
の
頁

（記
事
広
告
）

Ｐ
Ｒ
の
頁

（記
事
広
告
）

企
業
紹
介

倉
林
宏
高
さ
ん
　（川
口
シ
テ
ィ
鳩
ヶ
谷
Ｒ
Ｃ
）

私
の
社
会
奉
仕

ぶ
厚
い
江
口
さ
ん
の
ぶ
厚
い
奉
仕
活
動
。

次
年
度
広
報
部
門
委
員
長
　
江
口
正
史
さ
ん
（川
口
南
Ｒ
Ｃ
）

●
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
の
他
に
も
幾

つ
も
の
社
会
奉
仕
団
体
で

活
動
を
さ
れ
る
方
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
う
い
う
皆

様
の
先
陣
を
切
っ
て
、
江

口
正
史
さ
ん
に
ご
登
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
江
口
さ
ん
に
、｢

何
種
類
の

名
刺
を
持
っ
て
い
ま
す
？｣

と
聞
く
と
、
本
人
も
と
っ
さ

に
応
え
ら
れ
ず
指
で
数
え
な

が
ら｢

笑
っ
ち
ゃ
い
ま
す
が

ロ
ー
タ
リ
ー
を
入
れ
て
６
枚

に
な
り
ま
す｣

と
。

①
ま
ず
会
社
。
江
口
工
業

㈱
の
社
長
さ
ん
で
す
。

②
そ
し
て
日
本
産
業
専
門

学
校
の
理
事
長
で
す
。
外

国
人
に
政
経
課
程
、
高
校

生
に
商
業
課
程
を
教
え
る

学
校
法
人
で
す
。

安　

永　

三　

年　

甲　

午

十  
一  
月  

吉  

祥  

日

霧島神宮にて全員集合 ③
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
日
本･

埼
玉
の
理

事
で
も
あ
り
ま
す
。
07
〜

11
年
度
は
会
長
も
務
め
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。

④
そ
し
て
僧
侶
で
も
あ
り
ま

す
。
天
台
宗
寺
門
派
の
大
僧

正
で
す
。（
大
僧
正
と
は
、

密
教
修
行
を
極
め
た
も
の

が
辿
り
着
く
最
高
位
で
す
。）

⑤
後
は
一
括
の
名
刺
で
、
日

本
会
議
埼
玉
県
本
部
副
理

事
長
、
日
本
李
登
輝
友
の
会

理
事･

埼
玉
県
支
部
長
、
陸

上
自
衛
隊
東
部
方
面
懇
話

会
副
会
長
。
ど
れ
も
濃
そ
う

な
役
職
ば
か
り
で
す
。

⑥
名
刺
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

知
的
発
達
障
害
者
の
喫
茶

店
の
運
営
委
員
長
（
社
協

関
連
）
も
や
っ
て
い
ま
す
。

⑦
そ
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
。
ク

ラ
グ
で
は
、
会
長
と
20
周

年
実
行
委
員
長
。
地
区
で

は
青
少
年
交
換
委
員
長
と

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、
そ
し
て

次
年
度
は
広
報
部
門
委
員

長
で
す
。

●
さ
ら
に
じ
つ
は
37
歳
か

ら
49
歳
ま
で
、
３
期
12
年

間
、
川
口
市
議
会
議
員
で

も
あ
り
ま
し
た
。｢

議
員
は
、

職
業
で
は
な
く
住
民
の
代

弁
者
、
奉
仕
者
で
す
。
職
業

の
よ
う
に
永
く
や
っ
て
い

る
議
員
が
多
い
の
で
す
が
、

護摩開白の様子（修業中は写
真を撮りません。これは護摩
祈願のパンフに使われたもの
を転載）

敬愛する台湾（中華民国）・李登輝
元総統・曽夫人と共に。

陸上自衛隊東部方面懇話会副会長として訓練
視察。（東部方面とは１都10県が管轄）

役
所
と
の
癒
着
な
ど
良
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
期

が
丁
度
良
い
と
こ
ろ
で
す｣

と
、
江
口
さ
ん
。

●
ご
本
人
は
、｢

仏
教
オ
タ

ク｣｢

障
害
者
支
援
オ
タ
ク｣

｢

軍
事
オ
タ
ク｣

と
笑
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
名

誉
職
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と

や
り
遂
げ
て
い
る
か
ら｢

天

晴
れ
！｣

。
素
晴
ら
し
い
☆

の
で
す
。

●
任
せ
ら
れ
る
方
だ
か
ら
、

様
々
な
お
願
い
が
あ
り
、

人
の
良
さ
か
ら｢
Ｙ
Ｅ
Ｓ｣

か｢

ハ
イ｣

か
し
か
言
わ
な

い
か
ら
、
社
会
奉
仕
活
動

が
集
中
。｢

最
も
奉
仕
す
る

者
、
最
も
報
わ
れ
る｣

と
い

う
好
循
環
ス
パ
イ
ラ
ル
で
、

徳
が
徳
を
生
み
、
自
分
も
周

り
も
幸
せ
に
!!

こ
れ
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の

王
道
で
す
よ
ネ
。

●
江
口
さ
ん
と
言
え
ば
面

白
い
ス
ピ
ー
チ
も
持
ち
芸

で
す
。
11
Ｇ
で
ち
ょ
っ
と

有
名
な
も
の
が｢

酒
は
百
薬

の
長｣

。

｢

人
は
酒
を
吞
む
と
笑
う
。 

ハ
ッ
ハ
ッ
8×

８
）で
64
。
そ

し
て
泣
く
。
シ
ク
シ
ク
（
4

×

９
）で
36
。
足
し
て
ち
ょ

う
ど
百
な
ん
で
す
。

●
も
う
一
つ
紹
介
す
る
と
、

図
に
あ
る
「
吾
れ
唯
だ
足
る

を
知
る
」。

仏
教
の
出
典
に
関
し
て
、長

い
説
明
を
聞
き
し
ま
し
た
が

こ
こ
で
は
割
愛
。「
ど
こ
か
で

満
足
し
な
け
れ
ば
幸
せ
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
ど

こ
で
満
足
す
る
こ
と
を
知
り

ま
す
か
？
」と
い
う
意
味
。

含
蓄
の
あ
る
言
葉
で
す
。

●
そ
ん
な
江
口
さ
ん
、
次

年
度
は
広
報
部
門
委
員
長
。

新
世
代
系
を
歩
い
た
の
で

ち
ょ
っ
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
人

事
で
す
。

渡
邊
エ
レ
ク
ト
は
、

｢

Ｉ
Ｔ
の
詳
し
い
人
は
委
員

と
し
て
入
れ
る
の
で
、
全
体

を
見
て
差
配
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
江
口
さ
ん
の
多
方

面
で
の
厚
い
経
験
を
活
か

し
、
斬
新
に
広
報
を
捉
え

て
い
た
だ
き
た
い｣

と
。

江
口
さ
ん
は
、｢

正
直
、
不

安
」
と
言
い
ま
す
が
、
あ

な
た
の
ぶ
厚
く
奥
行
き
の

あ
る
実
績
を
活
か
し
、
素

晴
ら
し
い
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

●
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
は
、
社

交
的
で
華
や
か
な
営
業
タ
イ

プ
、
知
性
的
で
理
詰
め
の
学

究
タ
イ
プ
、
そ
し
て
コ
ツ
コ

ツ
緻
密
な
職
人
タ
イ
プ
な

ど
、
様
々
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
地
区
で
広
報
、

米
山
担
当
の
副
幹
事
の
倉
林

さ
ん
は
、
目
立
た
ず
き
っ
ち

り
仕
上
げ
る
職
人
タ
イ
プ
の

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
で
す
。

●
彼
の
会
社
、
㈱
ビ
ル
ド

ア
ッ
プ
は
、
店
舗
の
顔
で
あ

る
入
口
サ
ッ
シ
の
み
を
専
門

に
設
計･

製
作･

施
工
し
て
い

ま
す
。
業
界
で
は
フ
ロ
ン
ト

サ
ッ
シ
と
言
う
そ
う
で
す

が
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
の
良
し

悪
し
が
店
の
印
象
を
決
定
づ

け
ま
す
。

●
ビ
ル
や
店
舗
な
ど
が
い
か

に
お
し
ゃ
れ
か
、
店
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
発
信
し
て
い
る

か
な
ど
、
色
々
な
要
素
を

計
算
し
て
提
案
を
し
、
集

客
、
い
わ
ゆ
る
店
が
流
行

る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
最

重
要
な
場
所
を
創
る
の
が

仕
事
で
す
。

●
サ
ッ
シ
と
い
っ
て
も
、
ア

ル
ミ･

ス
チ
ー
ル･

ス
テ
ン

レ
ス･

真
鍮
材
な
ど
様
々

で
、
自
動
ド
ア･

開
き
ド
ア･

折
り
た
た
み
ド
ア
等
色
々

で
す
。
倉
林
さ
ん
は
、
こ

れ
ら
を
見
積
り･

現
場
打
合

せ･

採
寸･

設
計･

製
作･

取

付
ま
で
全
て
社
内
で
一
貫

し
て
受
注
。
外
注
等
が
き

わ
め
て
少
な
い
の
で
、
納

期
の
ス
ピ
ー
ド
・
単
価
に

て
お
い
て
も
お
客
様
に
支

持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●
街
行
く
人
の
視
線
を
と

ら
え
る
フ
ァ
サ
ー
ド
の
表

情
を
目
指
し
、
確
か
な
構

想
力
と
高
品
質
な
マ
テ
リ

ア
ル
で
創
造
し
て
い
る
倉

林
さ
ん
。
ビ
ル
や
店
舗
を

手
掛
け
る
時
の
頼
も
し
い

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

㈱
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ

川
口
市
八
幡
木
3-

3-
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素晴らしき仲間達のロータリー的人生 有料記事、好評掲載中！
今まで、１２名の方にご登場いただきました。

●ひな祭りで社会奉仕の小林玖仁男さん ●医者の始めた飲食店の請川秀治さん

●地域の音楽文化に貢献する国武充さん ●元刑事で次の地区幹事の佐々木元春さん

●岩槻城の歴史の間違いを正す小宮勝男さん ●笑顔で八面六臂の栗原偉憲さん

●震災時に炊き出しに駆け付けた田中実さん ●４つのテストで画廊を経営する岡村睦美さん

●創業２３９年、業界にも貢献の小川長四郎さん ●知覧ライラ研修を紹介した金杉光左生さん

●厚い経験でロータリーと取り組む江口正史さん ●事業紹介で人となりを知った倉林宏高さん

ご投稿いただき、素晴らしき仲間達のロータリー的人生を知ることができました。

毎号４頁分まで、皆さまの有料記事へのご投稿をお待ちしています。

記事は全てガバナー月信担当編集者がお書きしています。

あなたの自分史や会社を月信に掲載しませんか。

記事広告代は１頁３万円・半頁１万５千円。

これを印刷費に月信を充実させます。

お申し込みは地区事務所まで。

Tel. 048-827-0022
《ロータリーで素晴らしい出会いを》
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P・H・F

M･P･H（1）

平成25年1月29日

平石　日出夫

鴻巣水曜
平成25年1月13日

P・H・F

三郷
平成25年1月29日

ベネファクター

越谷東
平成24年12月26日

M･P･H（1）

P・H・F

さいたま新都心
平成25年1月29日

さいたま新都心
平成25年1月29日

望月　三之

大熊　忠男

山川　泰利

坂下　昇平

栗田　晴巳

越谷南
平成25年3月7日

大宮西
平成25年2月27日

中村　雅之

大熊　進
越谷南

平成25年1月31日

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

米
山
奨
学
会

※これらは、編集締切日時点で分かった方の情報です。来月に載る方もいらっしゃいますので、予めご了承ください。

M･P･H（3）

石山　謙二
三郷

平成25年1月29日

平成25年1月29日

M･P･H（2）

宮坂　良介
鴻巣水曜

平成25年1月13日
越谷南

平成25年3月7日

米山功労者メジャードナー（14）

米山功労者メジャードナー（12）

吉田　豊治

鈴木　由也
越谷北

平成24年12月19日

越谷北
平成24年12月19日

岡崎　勲

本間　孝

会
員
情
報

会
員
情
報

浦和南
平成25年2月25日

細渕　力一

三郷
平成25年2月19日

飯嶋　隆

三郷
平成25年1月19日

谷古宇　勇

越谷北
平成24年12月19日

石井　知章 阿部　淳一
さいたま新都心

さいたま新都心

越谷北
平成24年12月19日

黒田　幸英
越谷北

平成24年12月19日

太田　靖彦
越谷北

平成24年12月19日

関森　初義
越谷北

平成24年12月19日

石川　輝次
越谷北

平成24年12月19日

越谷北
平成24年12月19日

中澤　広樹

岩淵　秀一

P・H・F

三郷
平成25年2月19日

中田　勝久

米山功労者

小山　哲央
越谷北

平成24年12月19日

米山功労者マルチプル（5）

髙橋　正美
越谷北

平成24年12月19日

米山功労者マルチプル（5）

米山功労者マルチプル（5）

新
会
員13

人

M･P･H（4）

M･P･H（4）

M･P･H（1）

平成25年1月29日

中村　賢一
三郷

M･P･H（2） 大口寄付（$10,338.78)

M･P･H（6）

M･P･H（5）

さいたま新都心
平成25年2月28日

米山功労者メジャードナー（18）

嶋田　久仁彦

戸田
平成25年1月7日

(有)リアルバリュー
不動産鑑定士

浦野　一郎

栗橋
平成24年12月13日
浅川医院
内科医

浅川　実

三郷ウェンズデー
平成25年1月16日
(株)建昇
プレハブ建築 

村本　三男

三郷ウェンズデー
平成25年1月16日
(株)建昇
プレハブ建築 

高部　昭男

戸田西
平成25年1月31日
(株)東邦サービス

サービス業

大野　隆二

川口モーニング
平成25年2月2日
(株)寿

建設請負業（石材工事）

森山　和樹

川口モーニング
平成25年2月2日

(株)日本GSサポート
ガス燃料（都市、LPガス取扱）

山口　修

大宮
平成25年2月13日
(有)E&C総研
学習事業

福島　謙二

浦和東
平成25年2月21日
（有）二木屋

森田　まり子

八潮みらい
平成25年2月21日
(有)西山金属
金属加工

西山　祥太

浦和
平成25年2月22日

社会福祉法人　浦和の里
介護事業

岡野　勇作

上尾西
平成25年2月27日
シーエス上尾薬局

調剤薬局

中山　邦

八潮みらい
平成25年3月7日
(株)清水物流

運送業

清水　健二

3031

P・H・F

米山功労者マルチプル（7）

米山功労者マルチプル（7）

米山功労者マルチプル（6）

米山功労者マルチプル（6）

飲食業（和風創作料理）

川口・鳩ヶ谷武南
平成25年3月8日

仙﨑　昭信

蓮田
平成25年3月7日

井上　満

享年　85歳

享年　97歳

さいたま新都心

P・H・F

平成25年1月29日

鷲見　照一

米山功労者マルチプル（4）

米山功労者マルチプル（2）

訃報
2012年7月～2013年3月

7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

51人
29人
12人
36人
11人
11人
26人
10人
4人

190人

（5）
（3）

（1）

（3）

（1）

新入会者数

内女性（人）

新会員BIGNEWS

夢は叶う！ ＤＲＥＡＭ ＣＯＭＥ ＴＲＵＥ

大宮西ＲＣ、たった２年半で４２名を８６名に倍増！
新会員情報の締切は３月 10 日ですので、いまはまだ大宮西ＲＣの新会
員情報は掲載されていませんが、来月号で大宮西の 50 周年に合わせて
新会員６名が入り、一挙に地区２番目の会員数の大クラブが誕生します。
この歴史的快挙を、ご紹介しまＳＨＯＷ―☆

５０周年をめざして、増強開始！!
●1990 年代は 90 人代をキープしていた大宮西ＲＣも年々会員が減り、
2010年には42名になっていました。そこで当時増強委員長でもあった
高橋会長エレクトは、『一人が一人の増強』を合言葉に、純増24名を達成。
翌年会長としても純増 13 名を達成。その勢いを引き継いだ中村現会長
も純増７名を果たし、50周年を【倍増の86名】で迎えました。｢やるといっ
たらやる｣。このリーダーシップが素晴らしいですね。
●現在３年未満の会員が全体の62.8%、平均年齢52歳と、メチャメチャ
若い。若いから活気があり、大きな奉仕もでき、大宮西は最高潮です。

ロータリーは、仕事の役に立つことがいちばん！！
●高橋前会長は「会員を増やすためには、入会がビジネスに繋がること
が大事」だと。中村現会長は「会社の為にならなければ今の若い人は入
会しません。ここを解かってあげることが大事なんです」と話します。
●ロータリーでは「奉仕と親睦」と言いますが、第３極として「ビジネス
チャンス」を打ち出したことが大宮西ＲＣの勝因ではないでしょうか。
「ロータリーの抱える、世代交代問題を上手に乗り切った」と、講演にお
呼びした小沢元ＲＩ理事も絶賛していました。
●若い会員が、入会してプラスと思
える【会員同士の仕事の情報交換】
や【経営セミナー】を、例会とは別枠
で設けているそうです。そして 50 周
年を機に女性会員 4 名も入り、ます
ます前向きな大宮西ＲＣでした。

式典で入会した６人の平均年齢は45歳！

小林政良 松本健一 山崎一祥村井勝行 吉澤隆染谷義一

高橋誠一 直前会長 中村雅之会長
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